
思
い
出
に
な
る
日
、

　
空
に
夢
を
の
せ
て
。
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　２月 17 日、学校法人日本体育大学（松
ま つ な み

浪健
け ん し ろ う

四郎
理事長）とスポーツの振興や健康増進などに関す
る連携協定を締結しました。締結式で松浪理事長
は「市民や子どもたちにも役立つ協定にしたい」
とあいさつ。今回の協定では、同大学からアスリー
トやコーチを派遣してもらい、小中高生の競技力
向上を図るほか、教職員向けの研修や市民の健康
づくりのための講座の実施などを検討しています。

学校法人日本体育大学と連携
スポーツ振興や健康づくりを推進

トップ選手派遣や健康講座を検討

　西諸地区で課題となっている若者の流出や人手
不足への対策として、小林・えびの・高原の３市
町が合同で企画した「第２回にしもろ春のお仕事
探求フェア」が、３月 13 日に市民体育館で開催
されました。会場には県内に事業所を置く 60 社
がブースを出展。参加した約550 人の高校生らは、
地元企業への理解を深めようと、担当者から事業
内容などを熱心に聞き入っていました。

地元での就職を選択肢の一つに
高校生対象の企業説明会を開催

にしもろ春のお仕事探求フェア

03 小林人／宮崎サンシャインズ
監督　本村 信吾さん
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今月の表紙
思い出になる日、空に夢をのせて

表紙は、３月 14 日に東方中学校で行われた
熱気球の搭乗体験の様子です。これは卒業す
る３年生に思い出を作ってもらおうと、同校
PTA が初めて企画。参加した約 50 人は、家
族や友人に手を振ったり、空から見える絶景
を撮影したりするなどして楽しんでいました。
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こばやしびと
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野
球
で
故
郷
に
恩
返
し
が
し
た
い

２月３日から７日まで運動公園野球場でキャンプ
を行った宮崎サンシャインズ。同球場では、７月
11 日・12 日の 13 時からリーグ戦が開催される

現役時代、打席で鋭いスイングを見せる本村さん。
２度目の移籍先となる福岡ダイエーホークスで
は、外野手として自己最多の 38 試合に出場した

本
も と む ら

村 信
し ん ご

吾 さん

プロ野球独立リーグ球団
宮崎サンシャインズ監督

小林中学校、都城高校、熊本鉄道管理局を経て、
プロ野球選手の道を歩む。中日ドラゴンズから
広島東洋カープ、福岡ダイエーホークスに在籍。
退団後は、指導者に転身。小林中野球部や小林
ボーイズの監督などを務め、現在は、プロ野球
独立リーグ球団「宮崎サンシャインズ」の監督
として 2 期目を迎える。

　
「
野
球
は
、
自
分
自
身
で
す
。

な
く
な
っ
た
ら
、
自
分
が
な
く

な
っ
て
し
ま
う
気
が
し
ま
す
」。

そ
う
笑
顔
で
話
す
の
は
、
プ
ロ

野
球
独
立
リ
ー
グ
球
団
「
宮
崎

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ズ
」
で
監
督
を

務
め
る
本
村
信
吾
さ
ん
だ
。

　

本
村
さ
ん
は
、
小
学
３
年
生

で
野
球
を
始
め
、
社
会
人
野
球

を
経
て
、
プ
ロ
野
球
の
世
界
へ

進
ん
だ
。

　
「
体
が
小
さ
か
っ
た
し
、
ど

れ
だ
け
頑
張
っ
て
も
プ
ロ
に
い

け
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ

た
」
と
当
時
を
振
り
返
る
。

　

学
生
時
代
は
、
決
し
て
注
目

さ
れ
る
選
手
で
は
な
か
っ
た
。

プ
ロ
野
球
選
手
に
な
る
こ
と
を

強
く
意
識
し
て
い
た
わ
け
で
も

な
い
。
そ
れ
で
も
、
社
会
人
野

球
で
持
ち
味
の
打
撃
力
が
評
価

さ
れ
、
気
持
ち
に
変
化
が
生
ま

れ
た
。「
プ
ロ
野
球
で
プ
レ
ー

し
た
い
」。
強
い
思
い
を
胸
に

練
習
を
重
ね
、
打
撃
力
に
さ
ら

に
磨
き
を
か
け
た
。
そ
し
て
、

ド
ラ
フ
ト
で
指
名
を
受
け
、
夢

の
舞
台
に
立
っ
た
。

　

引
退
後
は
帰
郷
し
、
指
導
者

に
転
身
。
小
林
ボ
ー
イ
ズ
や
小

林
中
野
球
部
の
監
督
を
務
め
、

甲
子
園
に
出
場
す
る
選
手
を
育

て
あ
げ
る
な
ど
、
指
導
者
と
し

て
も
優
れ
た
手
腕
を
発
揮
し
て

き
た
。

　
「
自
分
を
プ
ロ
野
球
選
手
に

育
て
て
く
れ
た
故
郷
に
野
球
で

恩
返
し
し
た
か
っ
た
」。

　

現
在
は
、
宮
崎
サ
ン
シ
ャ
イ

ン
ズ
の
監
督
を
務
め
る
傍
ら
、

市
内
で
子
ど
も
た
ち
に
向
け
た

野
球
教
室
を
開
催
す
る
な
ど
、

故
郷
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
て
い
る
。

　
「
ま
ず
は
、
野
球
を
楽
し
ん

で
好
き
に
な
る
こ
と
が
大
事
」

と
野
球
に
打
ち
込
む
子
ど
も
た

ち
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
。

　

故
郷
へ
の
想
い
を
胸
に
、
今

シ
ー
ズ
ン
も
チ
ー
ム
の
指
揮
を

執
る
本
村
さ
ん
。そ
の
も
と
で
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
躍
動
す
る
選
手

た
ち
の
プ
レ
ー
を
、
ぜ
ひ
会
場

で
感
じ
て
ほ
し
い
。

　

き
っ
と
、
多
く
の
人
に
元
気

を
届
け
て
く
れ
る
は
ず
だ
。

（62）



　

　

全
国
的
に
も
人
口
減
少
が
進
む

中
、
小
林
市
も
例
外
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、
小

林
市
の
人
口
は
、
令
和
２
年
時
点
で

約
４
万
４
千
人
。
昭
和
60
年
時
点

で
は
約
５
万
４
千
人
だ
っ
た
こ
と
か

ら
、
35
年
間
で
約
１
万
人
減
少
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
の
推
計
に

よ
る
と
少
子
高
齢
化
や
転
出
者
数

の
増
加
な
ど
で
令
和
22
年
に
は
約

３
万
４
４
０
０
人
ま
で
減
少
す
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
が
進
む
中
で
も
、
社

会
保
障
費
や
公
共
施
設
の
老
朽
化

対
策
経
費
等
の
増
大
で
、
市
の
歳

出
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
厳
し
い
現
状
を
踏
ま

え
て
、「
持
続
可
能
性
」
を
主
な
基

本
方
針
に
し
た
第
３
次
小
林
市
総

合
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

第
３
次
小
林
市
総
合
計
画
と
は
、

今
後
小
林
市
を
ど
ん
な
ま
ち
に
し

て
い
く
の
か
、
そ
の
た
め
に
何
を

行
っ
て
い
く
か
な
ど
を
定
め
た
、

い
わ
ば
小
林
市
の
未
来
を
デ
ザ
イ

第
３
次
小
林
市
総
合
計
画
と
は

今
後
さ
ら
に
進
む
人
口
減
少

　

目指す将来都市像（スローガン）
『みんなでてなむ  笑顔あふれる

　　    　じょじょんよかとこ  小林市』
「てなむ」=「一緒に」という意味の西諸弁。

支え合いや交流を表します。
「じょじょんよかとこ」=「とても素晴らし

いところ」という意味の西諸弁。住んでよい
まち、来てよいまちを表します。

　

計画期間
2026 年度～ 2029 年度

基本構想（８年間）

基本計画（４年間） 基本計画（４年間）

　

総合計画のしくみ

実施計画

基本計画

基本構想

市の将来像やまちづくり
の基本的な方向を示す

将来像を実現するための
具体的な方針を示す

実際に取り組む事業など
を具体的に示す

総合計画は、３層構造で作られています。上の層から将
来像、方針、具体的な取り組みとなっています。

第
３
次
小
林
市
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト

み
ん
な
で
描
く

      
小
林
市
の
未
来

４４

2030 年度～ 2033 年度

●問＝企画政策課
　℡ 23-0456



　

ン
し
た
計
画
で
す
。

　

第
２
次
小
林
市
総
合
計
画
を
通

し
て
、
全
地
域
で
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
等
の
き
ず
な
協
働
体
が
設
立

さ
れ
る
な
ど
、
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
計
画
で
は
、
こ
う
し
た

取
り
組
み
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

今
後
さ
ら
な
る
人
口
減
少
、
少
子

高
齢
化
の
進
行
を
踏
ま
え
、
持
続

可
能
な
小
林
市
を
目
指
し
ま
す
。

　

持
続
可
能
な
小
林
市
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
行
政
だ
け
で
は
な

く
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
主
役
と

な
り
、
地
域
や
団
体
な
ど
が
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
担
い
な
が
ら
協
力

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
互
い
に
支
え
合
い
、
知

恵
や
力
を
持
ち
寄
る
こ
と
は
、
地

域
の
課
題
に
対
応
し
、
将
来
に
わ

た
っ
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
小
林

市
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
自
分
が
住
ん
で
い
る

ま
ち
が
ど
ん
な
課
題
を
持
っ
て
い

て
、
今
後
ど
ん
な
政
策
や
事
業
を

行
っ
て
い
く
の
か
を
知
り
、
計
画

の
実
現
に
向
け
て
、
で
き
る
こ
と

か
ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

市
民
一
人
ひ
と
り
が
主
役

　

人 口減少対策プロジェクト

人口減少を緩和するとともに、
人口が減少する中で地域の活力
を維持するため、人口減少対策
の取り組みを推進します。

ライフステージに応じて切れ目な
く支える取り組みを推進します。

希望する人が安心してこどもを
生み育てられる環境をつくる

特に若者や女性の定着促進と転
出者の将来的なＵターン促進に
向けた取り組みを推進します。

転入・転出による人の流れを変
える

地域の魅力を向上させ、いつま
でも住み続けたいと思うまちづ
くりを推進します。

住み続けたいと思うまちをつく
る

　

生活の質の向上と健康寿命の延
伸を図るため「健幸こばやし
21（第三次）」に沿った取り組
みを推進します。

健 幸都市プロジェクト

　

豊富な農畜産物や魅力のある多
様な資源を生かし、オール小林
で本市の産業活性化に向けた取
り組みを推進します。

ワーク・ライフ・バランスが実
現できる魅力ある職場づくりを
推進します。

働き手の確保

働き方改革支援などを通じて、
地域全体の生産性を高める取り
組みを推進します。

生産性の向上

安定した雇用を確保し、経済循
環の確立に向けた取り組みを推
進します。

働く場の確保

地域資源を生かした稼ぐ力を強
化する取り組みを推進します。

所得の向上

産 業活性化プロジェクト

生活習慣の改善、生活習慣病の
発症予防・重症化予防、生活機
能の維持・向上に関する取り組
みを推進します。

健康増進や幸福感の向上に向け
て市全体で支える環境づくりを
推進します。

胎児期から高齢期まで、ライフ
ステージに応じた健康づくりの
取り組みを推進します。

個人の行動と健康状態の改善

社会環境の質の向上

ライフコースアプローチを踏ま
えた健康づくり

基本方針基本方針 基本方針

戦略的かつ優先的に取り組む　　つのプロジェクト３
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　６

満足度の数値が高かった項目 こんな意見が寄せられました

こんな意見が寄せられました

こんな意見が寄せられました

・美しい自然が残り、いつまでもおいしい水が飲める
・今後も小林市に住み続けたい
・安心して住めるまちである　など

まちづくりに対する市民の意見を把握し、総合計画の実
現を目指すために基本構想の満足度を調査しました。

市内の小中高生に、授業の時間やミニワークショップで
小林市の問題点や今後どんなまちになってほしいかなど
の意見を出してもらいました。

第３次小林市総合計画（素案）に対し意見募集を行い、
これまでよりも多くの意見が提出されました。

より正確な市民ニーズを把握するために、関係課から推
薦のあった団体に対して、関係する分野ごとに分かれて
グループインタビューを行いました。

・子育てしやすい環境づくり
・つながる防災（高校生と高齢者）
・小林イメージソング（好っじゃが小林）作成　など

・宿泊施設や観光インフラの充実
・美しい自然の PR 拡大
・空き家の活用
・こどもたちがスポーツに取り組みやすくなるような
   環境づくり

・医療体制、教育、雇用の場の充実
・若者が活躍できる場所づくり
・コンパクトシティを目指したまちづくり　など

・高齢者と若者のふれあいの場を作る
・祭りなどのイベントを増やす
・地元で働ける仕事、企業を増やす　など

まちづくり市民アンケート パブリックコメント

若者からの提言 グループインタビュー

絆を結ぶ物語実行委員会

◆対象　市内高校生 18 人

◆対象　市内の 16 歳以上の男女 2,000 人（無作為抽出）

◆対象　市内の 48 団体、延べ 63 人

◆対象　小林高校生 15 人

◆対象　市内中学３年生 ◆対象　市内小中学生

◆方法　ミニワークショップ

◆方法　紙、WEB による回答

◆方法　基本構想の項目を中心にインタビュー

◆人数　577 人（一般２人、高校生 168 人、中学生 407 人）

◆件数　929 件（一般５件、高校生 196 件、中学生 728 件）

◆方法　市長と対話

◆方法　市長と対話など ◆方法　紙による回答

ミラソウ

未来予想図（こすもす科） こどもアンケート

自分たちの声がまちづくりに

市民と一緒にまちづくりを進めていくために、市民の声を
生かした総合計画の策定に取り組んできました。市民アン
ケートやワークショップなどを通して、小学生から高齢者
まで幅広い世代からたくさんの意見が寄せら
れました。（右の二次元コードから寄せられ
た全ての意見がご覧いただけます）



　
「
小
林
高
校
の
魅
力
を
も
っ

と
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い

た
い
」。
そ
ん
な
思
い
か
ら
、

２
年
生
の
時
に
絆
を
結
ぶ
物
語

実
行
委
員
と
し
て
ミ
ニ
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

ミ
ニ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は

班
ご
と
に
分
か
れ
、
市
を
よ
り

良
く
し
て
い
く
た
め
の
意
見
を

出
し
合
い
ま
し
た
。
母
校
の
入

学
者
数
や
市
の
人
口
が
減
っ
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
ど
う
す
れ

ば
人
が
訪
れ
、
ま
ち
の
魅
力

を
知
っ
て
も
ら
え
る
の
か
を

考
え
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
増

や
す
案
や
著
名
人
を
使
っ
た

Ｐ
Ｒ
な
ど
を
提
案
し
ま
し
た
。 

　

こ
れ
ま
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
参
加
し
た
こ
と
は
あ
り
ま

し
た
が
、
同
世
代
の
人
た
ち
と

意
見
を
出
し
合
い
、
自
分
の
考

え
を
伝
え
る
機
会
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
今

回
の
経
験
は
と
て
も
貴
重
で
、

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
良
い

き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
分
の
意
見
が
ま
ち

づ
く
り
に
つ
な
が
る
か
も
し
れ

な
い
と
思
う
と
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
市
へ
の
関
心
も
高
ま
り
、

ま
ち
づ
く
り
へ
の
思
い
が
強
く

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し

た
機
会
が
あ
る
こ
と
で
、
学
生

で
も
自
分
の
意
見
を
持
ち
、
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
る
よ

う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。　

　

今
後
は
、
県
外
の
大
学
へ
進

学
し
小
林
市
を
離
れ
ま
す
が
、

小
林
市
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
や
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加

し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

市
内
や
市
外
の
人
に
も
魅
力

を
感
じ
て
も
ら
え
る
、
そ
ん
な

小
林
市
に
こ
れ
か
ら
な
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　

中
学
２
年
生
の
時
に
、
生
徒

会
役
員
と
し
て
グ
ル
ー
プ
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
衣
食

住
や
学
び
の
環
境
な
ど
に
つ
い

て
質
問
さ
れ
、
自
分
の
意
見
を

伝
え
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま

し
た
。
最
初
は
緊
張
し
ま
し
た

が
、
質
問
に
答
え
る
こ
と
で
考

え
が
整
理
で
き
、
考
え
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
て
い

ま
す
。
こ
の
経
験
を
き
っ
か

け
に
、
小
林
市
に
つ
い
て
主

体
的
に
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
普
段
か
ら
自
然
と
、
小

林
市
の
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
気
が
し
ま
す
。

　

学
校
の
授
業
で
も
小
林
市
に

つ
い
て
調
べ
る
中
で
、
人
口
減

少
の
課
題
に
気
づ
き
、
解
決
に

は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
の
情
報
発
信

や
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
重

要
だ
と
、
自
分
な
り
の
考
え
を

持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
自
分
た
ち
の
意
見
が

市
の
計
画
に
生
か
さ
れ
る
こ
と

で
「
自
分
も
市
の
一
員
だ
」
と

実
感
で
き
ま
し
た
。
意
見
は
誰

も
が
持
っ
て
い
る
も
の
だ
か
ら

こ
そ
伝
え
る
こ
と
で
、
さ
ら
に

考
え
が
深
ま
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
市
内
の
高
校
に
進

学
し
ま
す
。
高
校
で
も
自
分
の

意
見
を
伝
え
ら
れ
る
活
動
に
積

極
的
に
参
加
し
、
探
究
活
動
に

も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
で

す
。
ま
た
、
２
年
後
に
開
催
さ

れ
る
宮
崎
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
で

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参

加
し
、
小
林
市
を
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
温
か

さ
や
人
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ

ら
れ
る
、
そ
ん
な
小
林
市
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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INTERVIEW
自分たちでもまちづくりに
参加できると実感

意見を伝えることで
主体的な考えが増えた

母
校
へ
の
思
い
か
ら

ま
ち
づ
く
り
に
参
加

市
の
こ
と
を
考
え
伝
え
る

こ
と
の
大
切
さ
を
知
る

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

き
っ
か
け
に

市
の
一
員
と
し
て

小
林
市
を
盛
り
上
げ
る

新
し ん で み ず

出水 蓮
れ ん と

人　　（18）

絆を結ぶ物語実行委員として
ミニワークショップに参加

さん

河
かわはた

畑 勇
ゆ う や

也　　（15）

小林中学校生徒会役員として
グループインタビューに参加

さん



　

　

８

　

雇用の創出や所得の向上、情報発信を進め、人が集ま
りにぎわうまちを目指す思いを「人も心もワクワクに
ぎわうまち」として目標にしています。

一人ひとりが学び合える環境を整え、世代を超えて交
流するまちを目指す思いを「生涯を通して学び合い育
ち合うまち」として目標にしています。

つながりを大切にし、いきがいを持って、健康で笑顔
で暮らせるまちを目指す思いを「健康でいきいきつな
がり合う笑顔のまち」として目標にしています。

交流や支え合いを大切にし、災害時にも安心して暮ら
せるまちを目指す思いを「豊かな自然と共に安心して
くらせるまち」として目標にしています。

市民と一緒につくる
まちの姿

市民の皆さまから寄せられた声を生かし、
総合計画では４つの分野ごとにまちづくり
の目標を定めました。目標は、小林市の未
来を描く大切な指針です。目標の実現に向
けて、みんなで取り組んでいきましょう。

にぎわい

まなび

いきいき

くらし
～生涯を通して学び合い育ち合うまち～ ～豊かな自然と共に安心してくらせるまち～

～人も心もワクワクにぎわうまち～ ～健康でいきいきつながり合う笑顔のまち～

・こどもから高齢者まで、観光やスポーツなどで訪れ  

   る人も、企業も小林に集まってくる状態

・水や食べ物、人等の地域資源が活用されている状態

・経済的にゆとりがあり、文化にあふれ、道路や施設

   などのインフラも整備されている状態

・働きたい場所があり、仕事と生活のバランスがとれ、

  働くことに達成感がある状態

・地域と学校が協働で教育に取り組んでいる状態

・自ら学びの場に参加し、地域間の交流、世代間の交

   流が図られている状態

・多様な文化・芸術が身近にある状態

・ジュニア～社会人～シニアの各ステージで楽しみな

   がらスポーツができる状態

・人材や資源を活用し学校等で食について学べる状態

・地域のつながりがあり、交流が行われている状態

・健やかで心豊かに生活できる状態

・高齢者がいつまでも元気で生活できる状態

・障がい者が自立し、安心して生活できる状態

・こどもや子育て当事者が地域や学校などで見守られ、 

  健やかに育つ環境が充実した状態

・必要な時に必要な医療が受けられる状態

・こどもから大人まで、みんなが自ら行動でき、助け   

   合える状態

・現在の美しい自然が残り、きれいなおいしい水が維

   持された状態

・災害時においても、ライフラインを安心して利用で

   きる状態、火災や交通事故、犯罪の少ない状態

・地域の中でコミュニケーションがとれる状態

目指すべき状態 目指すべき状態

目指すべき状態 目指すべき状態



　

　 　

INTERVIEW
　小林市総合計画等審議会は、総合計画に関する事項を調査・審議す
るために設置されており、各種団体からの推薦や公募による委員 16
人で構成されています。
　今後も、よりよい小林市の実現に向け、総合計画に基づく市の取り
組みについて評価・検討を実施していきます。

　

総
合
計
画
は
、
今
後
さ
ら

に
進
む
人
口
減
少
を
踏
ま
え

「
持
続
可
能
性
」
を
主
な
基

本
方
針
に
し
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
は
、
あ
ら
ゆ
る

分
野
に
影
響
す
る
重
大
な
課

題
の
た
め
、
人
口
の
維
持
に

取
り
組
み
な
が
ら
、
関
係
人

口
や
交
流
人
口
を
増
や
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

の
た
め
、
子
育
て
支
援
の
充

実
な
ど
、
定
住
を
促
す
施
策

が
一
層
広
が
っ
て
ほ
し
い
と

想
い
ま
す
。

　

ま
た
、
将
来
都
市
像
で
あ

る
「
み
ん
な
で
て
な
む 

笑

顔
あ
ふ
れ
る 

じ
ょ
じ
ょ
ん

よ
か
と
こ 

小
林
市
」
の
実

現
に
向
け
て
、
社
会
情
勢
や

経
済
環
境
等
の
変
化
、
多
様

化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確

に
捉
え
な
が
ら
、
着
実
に
事

業
が
進
め
ら
れ
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
は
行
政
だ
け

で
は
な
く
、
地
域
全
体
で
盛

り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
行

政
が
事
業
に
取
り
組
み
や
す

い
環
境
を
整
え
、
課
題
を
一

つ
一
つ
解
決
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。 　
　

　

今
回
の
計
画
は
、
こ
れ
ま

で
よ
り
も
若
者
の
意
見
が
反

映
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
小
林
市
を
担
う
世
代
の

声
が
継
続
的
に
生
か
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
さ
ら
に
高
齢
化
が
進

む
中
、
高
齢
者
の
活
力
を
生

か
し
な
が
ら
、
若
者
や
子
育

て
世
代
の
意
見
も
尊
重
し
、

市
民
み
ん
な
で
小
林
市
の
未

来
が
つ
く
ら
れ
て
い
く
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

まちづくりは誰のもの
わたしのもの、あなたのもの、みんなのもの

　まちづくりは、計画を作って終わりではありません。計
画に向かって、行動していく必要があります。持続可能な
小林市を実現していくためには、行政だけでなく、多くの
人が関わり、それぞれの立場で力を合わせていくことが大
切です。地域の活動やイベントへの参加、身近な人への声
かけや支え合い、地域の魅力の発信など、日常の中の小さ
な行動がまちの元気につながります。
　市民一人ひとりが主役となり、未来の小林市を一緒につ
くっていきましょう。

　
市ホームページから
第３次小林市総合計画を閲覧できます
▶右の二次元コードから閲覧するか、
市ホームページ内で検索してください

小林市総合計画等審議会

　　　倉
く ら た

田 富
と み お

夫 会長

人
口
減
少
を
重
点
課
題
に

計
画
づ
く
り

地
域
一
体
と
な
っ
た

ま
ち
づ
く
り
を

９ KOBAYASHI　 2026.4
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オ
ー
キ
ン
グ
し
な
が

ら
市
内
の
名
所
を
巡

る
「
第
28
回
み
や
ざ
き
ツ
ー

デ
ー
マ
ー
チ 

こ
ば
や
し
霧
島

連
山
絶
景
ウ
オ
ー
ク
」
が
、
２

月
21
日
と
22
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

駅
横
の
中
央
ふ
れ
あ
い
広
場

を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に
、
21

日
は
霧
島
岑
神
社
や
生
駒
高

原
、
名
水
百
選
の
出
の
山
湧
水

な
ど
を
巡
る
29
㌔
・
22
㌔
・
12

㌔
・
５
㌔
の
コ
ー
ス
、
22
日
は

陰
陽
石
や
三
之
宮
峡
、
二
原
遺

跡
公
園
な
ど
を
巡
る
28
㌔
・
20

㌔
・
10
㌔
・
５
㌔
の
コ
ー
ス
を

そ
れ
ぞ
れ
設
定
。

　

市
内
外
か
ら
２
日
間
で
延
べ

約
２
千
人
が
参
加
し
、
霧
島
山

の
絶
景
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら

そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
ゴ
ー
ル

を
目
指
し
ま
し
た
。

　

各
地
に
設
け
ら
れ
た
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
な
ど
で
は
、
ツ
ー

デ
ー
マ
ー
チ
恒
例
の
地
域
住
民

な
ど
に
よ
る
お
も
て
な
し
を
実

施
。完
熟
き
ん
か
ん
や
い
ち
ご
、

お
菓
子
や
豚
汁
な
ど
が
振
る
舞

わ
れ
、
参
加
者
は
疲
れ
を
癒
し

ま
し
た
。

ウ

１ ２

３

４

５

６

７

Photo １中央ふれあい広場をスタート 
２最高のウオーキング日和に笑顔  ３
おもてなしのイチゴをパクリ ４市の
観光地「陰陽石」  をカメラに収める 
５霧島岑神社の門をくぐり、境内を進
む ６三之宮峡で元気よく歩く参加者
の姿 ７ペアルックで仲良くパシャリ
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Photo １TENAMU ビル前を一斉にス
タート ２きつい中でも笑顔でカメラ
にポーズ ３霧島岑神社の獅子舞がラ
ンナーを歓迎  ４親子で一緒に手をつ
ないでゴール ５牧場の桜道を懸命に
駆け抜ける６給水を取りゴールを目指
す ７完走後は小林の食で元気回復

ポ
ー
ツ
の
ま
ち
小
林

を
象
徴
す
る
イ
ベ
ン

ト
の
一
つ
「
こ
ば
や
し
霧
島
連

山
絶
景
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
の
第

10
回
大
会
が
、
３
月
８
日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｕ
ビ
ル

前
を
ス
タ
ー
ト
、
駅
南
を
ゴ
ー

ル
と
す
る
、ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
、

10
㌔
、５
㌔
、３
㌔
、３
㌔
フ
ァ

ミ
リ
ー
、
１
・
5
㌔
、
１
・
５

㌔
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
７
部
門
で
実

施
。
当
日
は
、快
晴
に
恵
ま
れ
、

市
内
外
か
ら
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
約
１
千
3
０
０
人
が
参

加
し
、
市
の
絶
景
を
楽
し
み
な

が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で

ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
昨
年
に
引
き
続

き
駅
伝
強
豪
校
で
あ
る
東
洋
大

学
陸
上
競
技
部
か
ら
ゲ
ス
ト
ラ

ン
ナ
ー
４
人
が
参
加
。
参
加
者

と
一
緒
に
コ
ー
ス
を
走
り
な
が

ら
大
会
を
盛
り
上
げ
、
沿
道
か

ら
の
声
援
に
も
笑
顔
で
応
え
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
駅
横
の
中
央
ふ
れ
あ

い
広
場
で
は
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
な

ど
も
出
店
さ
れ
、
参
加
者
は
食

も
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

５

６

７

ス

３

１２

４
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カトリック幼稚園の園児らが寄付
　２月 19 日、小林カト
リック幼稚園（平

ひ ら た

田直
な お

園
長）が市に寄付金を贈り
ました。世界の貧しい人
や苦しんでいる人のため
自分たちにできることをしたいと園児らがおこづ
かいを集めたもの。平田園長は「子どもたちの小
さな勇気・愛が届くとうれしい」と話しました。

サンキョーミート株式会社
小中学校の給食用に豚肉を寄贈

建設業ポスターコンテスト開催
野尻中の山下さんが最優秀賞に

　市内に食肉加工場をもつサンキョーミート株式
会社（金

かなもり

森史
ふみひろ

浩代表取締役社長 写真㊨）が学校
給食用に豚肉 135㌔を寄贈しました。１月 30 日に
は市役所で寄贈式が行われ、金森社長は「地域の
将来を担う子どもたちにおいしい肉を食べてほし
い」とあいさつ。提供された豚肉は２月 19 日に市
内小・中学校 21 校の学校給食で提供されました。

同社からは学校給食用の豚肉の提供のほか、霧島連山絶景ウオークや霧島連
山絶景マラソンでの振る舞いで使用する豚肉も無償で提供いただいています

山下さんは「災害で崖崩れなどが起きたとき、建設業の人たちが頑張ってきれ
いなまちに戻してくれている。感謝の気持ちを込めて描いた」と話しました

人権擁護委員 楠
くすもと

元充
み つ こ

子さんが退任
　長年市民の人権を守る
活動に尽力し、昨年 12
月 31 日に人権擁護委員
を退任した楠元充子さん
に法務大臣と県人権擁護
委員連合会長から感謝状が贈られ、２月 19 日に伝
達式が行われました。楠元さんは「みんなが常に思
いやりの気持ちを持つことが大事」と話しました。

内会長は平成元年から同協会の役員として活躍。法令講習や通学路の点検活
動をはじめ、地域の交通安全意識高揚に貢献したことが高く評価されました

「体続く限り安全啓発に努めたい」
内
う ち

一
か ず ゆ き

幸さんが緑十字銀章を受章
　１月 14 日に開かれた第 66 回交通安全国民運動
中央大会（全日本交通安全協会・警察庁主催）で
小林交通安全協会の内一幸会長が交通栄誉章であ
る緑十字銀章を受章しました。２月 19 日には市役
所で受章報告会が開かれ、内会長は「受章は活動
を支えてくれた皆さまのおかげ。体が続く限り交
通安全防止、啓発に努めていきたい」と話しました。

　小林地区建設業協会（河
か わ の

野与
よ い ち

一会長）が市内中
学生を対象に行ったポスターコンテストで野尻中
の山

やました

下盟
め い

苺さん（３年）の作品が最優秀賞を獲得
しました。これは同協会が業界の PR や担い手確
保につなげようと開いたもの。重機などを使い災
害復旧に奮闘する姿などを描いた山下さんの作品
が高く評価され、最優秀賞に選ばれました。
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スポーツ功労賞を受賞した、こばやしウォーキングクラブの松
ま つ の

埜岩
い わ お

男さんは
「これからも元気よく、笑顔で楽しく歩いていきたい」と意気込みました

小林のスポーツ振興に尽力した
市内 23 団体・61 人に栄誉
　市のスポーツ振興や競技力の向上に大きく貢献
した個人や団体をたたえる「スポーツ表彰式」（市
スポーツ協会主催）が 2 月 20 日、文化会館で開
催されました。今年度は、市のスポーツ発展に長
年寄与した功労者や、全国・九州大会などで輝か
しい成績を収めた選手・団体・監督など合わせて
23 団体、61 人が栄誉に輝きました。

中学生ハンドと小学生バスケ３チームが
全国大会・九州大会での活躍を誓う！

小林中学校、三松中学校合同女子ハンドボールチーム
　３月 12 日、小林中学校、三松中学校合同女子ハンド
ボールチームが、富山県で開催される第 21 回春の全国
中学生ハンドボール選手権大会に出場することを市長に
報告しました。里

さ と お か

岡青
そ ら

空主将は「県の代表として、目の
前の試合に挑みたい」と大会への意気込みを話しました。

小林中学校男子ハンドボール部
　３月 12 日、小林中学校男子ハンドボール部が、鹿児
島県で開催される第 38 回九州中学生選抜ハンドボール
大会に出場することを市長に報告しました。上

う え と こ

床陽
は る と

翔主
将は「ハンドボールを楽しみながら、１試合１試合に全
力を尽くしたい」と大会への意気込みを話しました。

小林ミニバスケットボールクラブ　
　２月 18 日、小林ミニバスケットボールクラブが鹿児
島県で開催される第 46 回 U12 九州バスケットボール鹿
児島大会の女子の部に出場することを市長に報告しまし
た。田

た ば た

畑希
き さ き

咲主将と吉
よ し む ら

村唯
い ち か

愛副主将は「チーム一丸となっ
て勝利を目指す」と大会への意気込みを話しました。

１

１

２

２

３

３

市内の看護学生が看護の道へ踏み出す

成年後見制度の理解を深める講習会開催

　３月５日、文化会館
で小林看護医療専門学
校の卒業式が行われま
した。式では、深

ふ か み

見信
の ぶ こ

子
校長から卒業生一人ひ
とりに卒業証書が手渡され、会場は温かな雰囲気
に包まれました。卒業生 30 人は、同校で学んだ
知識と誇りを胸に、看護の道を歩んでいきます。

　 ３ 月 10 日、 中 央 公
民館で市民後見人セミ
ナーが開催されました。
市民後見人とは、判断
能力が不十分な人の代
わりに契約手続きや金銭管理等を行う一般市民。
参加者は、実際に活動している人の話を聞き、市
民後見人の活動について理解を深めていました。
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パンフレット作成の中心役、中
な か ま

間悠
は る と

斗さん（前列中央）は「須木を知らない
人が手に取って、須木を訪れるきっかけになるとうれしい」と話しました

須木中生がふるさとの魅力発信
手作り観光パンフレットを制作
　須木中学校の３年生６人が、須木の魅力が詰まっ
た観光パンフレットを制作しました。授業の一環
で約５カ月かけて完成させたもので、パンフレッ
トでは須木の観光スポットやグルメのほか、国ス
ポ会場となる小野湖も紹介しています。今後、市
内公共施設に設置されるほか、６人の後輩らが修
学旅行先の関西地方で配布して須木を PR します。

坂元区で認知症声かけ訓練を開催
　 ２ 月 28 日、 坂 元 区

（中
な か し ま

島信
の ぶ ゆ き

行区長）と市包
括支援センターが認知
症声かけ見守り訓練を
開催しました。地域住
民に認知症への理解を深めてほしいと企画された
もので、専門的な講座のほか、実際に状況を想定
した実践的な声かけ体験などを行いました。

平和リースが救急車購入費用を寄付
　平和リース株式会社

（松
ま つ だ

田真
ま さ よ し

義代表取締役）
から西諸広域行政事務組
合に高規格救急車購入費
用の一部として 1100 万
円が寄付されました。３月 11 日には同組合で感
謝状を贈呈。松田社長は「西諸地区の皆さんの命
を１人でも多く救ってほしい」と話しました。

小林 JVC が全国の強豪校を打ち破りチーム初となる全国準優勝を果たす

　３月 13 日、小林 JVC が宮城県で開催された
「T-FIVE CUP2025 全国大会」で準優勝したこ
とを市長に報告しました。同チームは、九州代表
として男子の部に混合チームで出場。夏の全国大
会に続き、再び全国の舞台に挑みました。
　大会１日目はリーグ戦が行われ、全試合で１
セットも落とさず勝ち進み、２日目の決勝トーナ
メントに進出。準決勝では、夏の全国大会優勝チー
ムと対戦しましたが、臆することなくチーム一丸
となって勝利を掴み取りました。
　決勝では、１セット目を先取するも、２セット
目は体力の消耗もあり落とす展開に。迎えた３
セット目では、粘り強いプレーで食い下がりまし
たが、15 ‐ 12 で惜しくも敗れ準優勝となりまし
た。それでも、チーム結成以来初の快挙に選手た
ちは胸を張っていました。
　馬

ば さ き

﨑凰
お う が

賀主将（小林小６年）は「全国大会で優
勝経験のあるチームに勝ち、準優勝という結果が
残せて良かった」と大会を振り返りました。

Photo ①市長を表敬訪問した小林 JVC ②攻めのサーブで相
手を崩す馬

ば さ き

﨑選手③ブロックの上から力強いスパイクを打
ち込む中

な か ど う ぞ の

堂園選手④相手のスパイクをブロックする橋
は し の く ち

ノ口
選手と黒

く ろ き

木選手⑤試合前に円陣を組み、鼓舞する選手たち

１ ２

５３

４
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田中さん
小林の美しい自然と、元気にス
ポーツを楽しむ姿を描きました。
オール小林パワーで選手を応援
し、みんなで大会を盛り上げた
いという想いを込めています。

内木場さん
48 年ぶりの開催に、変わらぬふ
るさとへの愛とスポーツを楽し
む心を描きました。笑顔あふれ
るまちの明るい未来を皆で紡ぎ
たいという願いを込めています。

ポ１競技を表現した作品など計 271 点の応募があ
り、子どもの部（小中学生対象）は東方中３年の
内木場暖さん、一般の部（年齢制限なし）は小林
中３年の田中瑛響さんが最優秀賞に輝きました。
内木場さんの作品はリハーサル大会、田中さんの
作品は本大会のポスターに採用され、競技会場や
市内各施設などで掲示されます。

内
う ち こ ば

木場 暖
は る

 さん

東方中学校３年

子どもの部 最優秀賞一般の部 最優秀賞

田
た な か

中 瑛
えいきょう

響 さん

小林中学校３年

2027 年開催の国スポ・障スポを彩る小林市独自の PR ポスター
原画デザイン最優秀賞に東方中の内木場さんと小林中の田中さん

　2027 年の日本のひなた宮崎国スポ・障スポ開
催に向けた、PR ポスター原画デザインコンクー
ルの表彰式が２月 17 日、KITTO 小林で開かれ
ました。コンテストは、市実行委員会が同大会の
開催や市の魅力、市が行う健幸のまちづくりの取
り組みなどを市内外に周知することを目的に企画
したもの。市内で開催される国スポ６競技、障ス

原画作品をもとに作られたポスターとともに喜び
の笑顔を見せる田中さん㊧と内木場さん㊨

未来を担う子どもたちのために
続々集まる「こども応援基金」
　将来を担う子どもたちが健やかに育つ環境づく
りを推進する「小林市こども応援基金」への支援
が個人・団体の皆さまから多数集まっています。
　寄付金は子どもの貧困対策や少子化対策、子ど
も・子育て支援事業などに活用されます。

更生保護女性会が卒業生にしおりを贈呈
　３月 11 日、西小林中
学校で小林地区更生保
護女性会（岩

い わ し た

下由
ゆ み

美会
長）から卒業生にしお
りとメッセージカード
が贈られました。同会は、本をたくさん読んで、
知識を深めてほしい思いから昨年に続き実施。小
林市と高原町の中学校に贈られます。

コミュニティ助成事業で備品を整備
　南西四区と南堤区常
会長会が（一財）自治
総合センター宝くじ社
会貢献広報事業「コミュ
ニティ助成事業」の助
成金を受け、机やプロジェクターなどの備品を整
備しました。助成金は宝くじの受託事業収入を財
源とし、全国で社会のために役立てられています。

Photo ①吉
よ し ど め

留髙
た か し

志さん㊨、
小
こ ぞ の

薗公
こ う へ い

平さん㊧から
②昭和 46 年野尻中学校卒
業生同窓会（淵

ふ ち が み

上鉄
て つ い ち

一会長）
から

１ ２



●問＝建設課　℡ 23 ‐ ０３１１

ネーミングライツにより、ひいらぎホールディング
スが命名権を取得。４月１日から小林市総合運動公
園ほか施設の愛称が決まりました。
今後は、次の愛称を使用します。

ひいらぎスポーツパーク
こばやし小林市総合運動公園

正式名称 愛称

総合運動公園陸上競技場

総合運動公園野球場

総合運動公園多目的広場 

総合運動公園展望広場 

総合運動公園テニスコート

総合運動公園複合体育館 

ひいらぎ陸上競技場

ひいらぎ野球場

ひいらぎ多目的広場

ひいらぎ展望広場

ひいらぎテニスコート

ひいらぎアリーナ

小林市総合運動公園ほか施設の愛称が決定！

ひいらぎアリーナは、３月 28 日に完成しました。
そこで、以下の日程で内覧会を開催します。ぜひ、
この機会にご覧ください。

■日時　４月９日（木曜）～ 15 日（水曜）
　　　　９時～ 16 時
■場所　ひいらぎアリーナ（南西方字十三塚 2085）
■内容　施設内の自由見学
■申込　不要
■その他　
来場者には、「国スポグッズ」をプレゼントします。
※駐車場は野球場の駐車場を
　ご利用ください
※アリーナの一部および多目的
　室は土足禁止です

ひいらぎアリーナの内覧会を開催！

INFORMATION
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５
月
12
日
に
、
新
し
い
体
育

館
「
ひ
い
ら
ぎ
ア
リ
ー
ナ
」
が
、

い
よ
い
よ
オ
ー
プ
ン
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
市

民
体
育
館
で
行
っ
て
い
た
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
予
約
や
保
健
セ

ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
た
各
種
健

（
検
）
診
、
企
画
政
策
課
健
康

都
市
推
進
グ
ル
ー
プ
で
行
っ
て

い
た
健
幸
ポ
イ
ン
ト
事
業
な
ど

の
機
能
が
移
転
し
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
機
能
や

健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
機

能
、
子
育
て
を
応
援
す
る
機
能

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
が
一

体
と
な
っ
た
新
し
い
複
合
施
設

が
誕
生
し
ま
す
。

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
め
、
子
育

て
世
代
に
寄
り
添
い
支
え
る
場

と
し
て
、
便
利
で
快
適
な
施
設

で
す
。運
動
や
交
流
を
通
じ
て
、

世
代
を
越
え
た
つ
な
が
り
や
地

域
の
活
力
づ
く
り
に
つ
な
が
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

施
設
の
詳
細
は
今
後
、
広
報

紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
順

次
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
内
覧
会
を
実
施
す
る

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ひ
い
ら
ぎ
ア
リ
ー
ナ
が
オ
ー
プ
ン
！

ひ
い
ら
ぎ
ア
リ
ー
ナ
が
オ
ー
プ
ン
！

５
月
12
日
に

５
月
12
日
に

月 日から５ 12

・スポーツ振興課
・健康推進課
・こども課（こども家庭センター）

※４月１日から健康ポイント事業などの健
　幸のまちづくり推進機能を、企画政策課
　から健康推進課に移転します。ひいらぎ
　アリーナのオープンまでは、本庁３階企
　画政策課で健康ポイント事業などの窓口
　を行います

ひいらぎアリーナの供用開始に伴い、次の
課がひいらぎアリーナで業務を行います。

一部の課が事務所を移転します
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●問＝商工観光課　℡ 23-1174使用期限：９月 日30 水

市民全員に

分配布円

手続き不要！

対
象

令和７年 12 月１日時点で
小林市の住民基本台帳に記録
されている市民

全国的に発生しているエネルギーや食料品などの物価
高騰の影響を受けた、市民の家計負担の軽減と地域経
済に対する支援をするため、商品券を配布します。

商
品
券
の
内
容

１人につき給付額 【商品券見本（案）】

内訳

使用期限

・地元企業専用券 12 枚
・全加盟店共通券   ８枚

※ 500 円券× 20 枚つづり
円分

月 日 まで

10,000

９ 30

※この事業は、国の重点支援地方交付金と宮崎県プレミアム付商品券等発行事業を活用しています

17 KOBAYASHI　 2026.4

配
布
方
法

月 から中旬

※申請や手続きは必要ありません
※「ゆうパック」でお届けします

４
順次、各世帯主宛てに郵送します

■注意事項郵送開始
配送ルートによって、同じ地域内でも配達の時期
が前後することがあります。対面での受け渡しと
なるため、郵送完了まで 　カ月程度 かかる見込
みです。到着までお待ちください。

配送ルートによって、同じ地域内でも配達の時期
が前後することがあります。対面での受け渡しと
なるため、郵送完了まで 　カ月程度 かかる見込
みです。到着までお待ちください。

1

商
品
券
が
届
く
ま
で
の
流
れ

申請の必要はありません

配送期間

月 月～ （予定）中旬 末４ ５
※配達時に不在の場合は「ご不在等連絡票」が
　ポストに投かんされます。再配達の依頼をす
　るか郵便局の窓口で直接お受け取りください

※普段、郵便局での配送を「置き配」申請して
　いる人も、商品券は金券であるため、対面で
　受け取る必要があります

紛失した商品券の再発行はできま
せん。大切に保管してください。

商品券は公共料金や換金性の高い
商品などには使えません。また、
使用時におつりは出ません。

令和７年 12 月１日時点で小林市
に住民登録があれば令和７年 12
月２日以降に市外に転出した人も
対象となります。その場合は郵便
局で転送の手続きをお願いします。

●

●

●

◀商品券が使える店舗は
商品券に同封するチラシ
か、左の二次元コード（小
林商工会議所ホームペー
ジ）で確認できます

※令和７年 12 月１日時点で小林市に住民登録
　のある全ての個人に配布します。

注意事項

※同居世帯員の分を一括して世帯主に発送します

▶ご不在等連絡票
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●
問
＝
企
画
政
策
課　

℡
23
‐
０
４
５
６

も
っ
と
便
利
に
！　

も
っ
と
身
近
に
！

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
乗
ろ
う
！

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

　

１
回
１
０
０
～
２
０
０
円

で
誰
で
も
気
軽
に
乗
車
で
き
、

日
々
の
買
い
物
や
通
学
な
ど
、

市
民
の
移
動
手
段
と
し
て
欠
か

せ
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
。

　

そ
ん
な
私
た
ち
の
生
活
に
密

着
し
た
身
近
な
足
が
、
ま
ち
の

変
化
に
合
わ
せ
て
、
よ
り
便
利

に
使
い
や
す
く
進
化
し
ま
す
。

　

そ
の
大
き
な
き
っ
か
け
と
な

る
の
が
、
い
よ
い
よ
５
月
12
日

に
オ
ー
プ
ン
す
る
新
体
育
館
、

「
ひ
い
ら
ぎ
ア
リ
ー
ナ
」
で
す
。

　

今
回
の
改
正
で
は
、
ア
リ
ー

ナ
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
を
は
じ

め
、
こ
れ
ま
で
の
運
行
状
況
や

利
用
者
か
ら
の
要
望
な
ど
を
踏

ま
え
、
運
行
ル
ー
ト
や
ダ
イ
ヤ

の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
新
し
く
生
ま
れ
変

わ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
中

で
も
特
に
大
き
く
利
便
性
が
上

が
る
注
目
ポ
イ
ン
ト
を
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
紹
介
し
ま
す
。

三松循環線

小林駅

前
原
病
院
前

小
林
営
業
所
前

慈
敬
園
前

川
無
入
口

美
人
の
湯

文
化
会
館
前

文
化
会
館
西

秀
峰
高
校
前

小
林
郵
便
局
前

三
松
中
学
校
前

市
役
所
下

市役所前

運動公園循環線

新生町

近
藤
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
前

南
上
西
町

上
西
町

水
流
迫

堂
渕
入
口

伊
東
塚
前

中
央
商
店
街

市
立
病
院
前

八
幡
原
市
民
セ
ン
タ
ー

サ
ン
キ
ュ
ー
入
口

本
町

上
町

岐
道

園
田
病
院
前

三松北

西
岩
瀬

至
宮
崎

至
都
城

全便が「美人の湯」へ！
■全ての便で「美人の湯」バス停を経由します
これまで１日３便のみだった美人の湯バス停へ
の経由が６便全て経由するようになります。

■夕方の便が月曜～土曜の毎日運行に！

■より安全なルートになりました

火・木・土曜のみ運行していた第６便（小林駅
14：58 発）を月曜～土曜の運行に拡大します。

（５月１日以降は小林駅 15：05 発）

歩行者・乗客の安全確保
のため、道幅が狭く離合
が困難だったルートを避
け、より広い道路を通る
ルートに変更します。

※これに伴い、「人参山」「前内侍塚」
　「下岩瀬」「岩瀬公民館」の４バス
　停は廃止となりますが、安全運行
　へのご理解をお願いします

●
問
＝
企
画
政
策
課　

℡
23
‐
０
４
５
６

５ １月 日
から

５ １
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その他の路線や詳細な時間は市ホームページで

今回紹介した路線のほかにも「種畜牧場循環線」、「南ヶ丘線」、「環野・千歳線」の
路線で安全性と利便性向上のため、ルート変更を行っています。
新しいルート図や時刻表は、市のホームページで確認することができます。

▼市ホームページ

■経由バス停に「ひいらぎアリーナ」を追加します

経由地に「ひいらぎアリーナ」を追加！
大出水循環線

■帰りのみ「ひいらぎアリーナ」バス停を経由します
行きは運動公園循環線、帰りは大出水循環線を利用する
といった使い方もでき、さらに行動範囲が広がります。

「ひいらぎアリーナ」バス停が誕生！
新体育館にアクセスできます

運動公園循環線

■運行頻度を増やします

※１日３便 ※１日３便
のみ月 水 金 土月 ～ 毎日

これまで ４月以降

２つの路線でひいらぎアリーナを経由することで、
同施設に行きやすい環境を整えています。

「ひいらぎアリーナ」へのアクセス
大出水循環線運動公園循環線

運動公園循環線

上
西
町

売
子
木

十
三
塚

新
屋
敷

十
三
塚
団
地
前

市
営
野
球
場
前

運
動
公
園
入
口

市
営
プ
ー
ル
前

梅
の
天
神
下

緑
ヶ
丘
野
球
場

ひ
い
ら
ぎ
ア
リ
ー
ナ

清
涼
台
前

堂
渕
入
口

南
西
方

下
刈
目

元
窪
田 窪

田 板
橋

轟
木

鬼塚

榧の木

西
小
林
駅
西

西
小
林
小
前

立野

鬼目 芹川

南町

前鬼塚

巣の浦

大出水

東大出水

窪田公民館

孝の子入口

中大出水公民館

路線図（一部）

運動公園循環線
大出水循環線
三松循環線

温泉へのアクセスと乗り継ぎが向上！
上九瀬線

【小林駅発】

土月 ～月 水 金

大出水
循環線

7：38
ｰ
ｰ

ｰ

ｰ
9：10

11：45
ｰ

15：25
12：33

運動公園
循環線

土月 ～月 水 金

大出水
循環線

8：35
ｰ
ｰ

ｰ

ｰ
9：24

11：59
ｰ

15：39
13：30

運動公園
循環線

【ひいらぎアリーナ発】

■「かじかの湯」バス停を新設します
「かじかの湯」バス停を表バス停と麓バス停の間に新設。
心も体もリフレッシュしたい時に、ぜひご活用ください。

■路線バスとの接続がスムーズになります

これまで13：58小林駅着だった第３便を12：56着に変更。
宮崎交通の路線バス（宮崎方面）へ乗り継ぎしやすくな
ります。（13：00 発、14：00 発、土・日・祝日は 13：
30 発への乗り継ぎが可能となり、選択肢が増えました）

13:58 小林駅着変更前 変更後 12:56 小林駅着

これまでの週３日運行を月曜～土曜の毎日運行に拡
大。思い立った時にいつでも利用しやすくなります。



　

２
年
ほ
ど
前
か
ら
、
市
内
の

介
護
事
業
所
「
上
町
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
に
通
う
、
永

迫
義
光
さ
ん
（
94
歳
）。

　

今
で
こ
そ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で

の
畑
作
業
の
中
心
と
し
て
、
周

囲
を
引
っ
張
る
永
迫
さ
ん
で
す

が
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
通
い
始

め
た
当
初
は
あ
ま
り
活
動
的
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

移
動
に
は
シ
ニ
ア
カ
ー
や
歩

行
器
を
使
い
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
が
終
わ
る
と
一
人
で
静

か
に
過
ご
す
こ
と
が
多
く
今
と

比
べ
る
と
周
囲
と
関
わ
る
機
会

も
少
な
か
っ
た
と
同
事
業
所
の

二
宮
秋
浩
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

そ
ん
な
永
迫
さ
ん
が
元
気
に

生
ま
れ
変
わ
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
は
事
業
所
内
で
育
て

ら
れ
て
い
た
ト
マ
ト
で
し
た
。

　
「
事
業
所
長
が
他
の
利
用
者

と
畑
仕
事
を
し
て
い
る
の
を
見

た
ん
で
す
。
草
が
伸
び
て
い
た

の
で
『
草
取
り
し
ま
し
ょ
う
か
』

と
声
を
か
け
る
と
『
助
か
り
ま

す
、ど
う
ぞ
』
と
気
さ
く
に
言
っ

　「年齢を重ねても、住み慣れた地域で自分らしく元気
に暮らしたい」。そんな私たちの願いを叶える「自立支
援型介護予防」の素晴らしい実践例が市内にあります。
今回は上町デイサービスセンターに通い、日々の「畑
作業」を通じて心身ともに驚くほどの若返りを果たし
た永

ながさこ
迫義

よしみつ
光さん（94 歳）と、その活動に寄り添い支え

る同事業所の二
にのみや
宮秋

あきひろ
浩さんに話を伺いました。

　日常の何気ない「体を動かすこと」が、いかに介護
予防につながるのか。そのヒントがここにあります。

土
に
触
れ
て
心
も
若
返
る

歩
行
器
か
ら
杖
の
歩
行
へ

て
く
れ
て
」
と
、
永
迫
さ
ん
は

当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

も
と
も
と
農
家
で
育
ち
、
植

物
が
育
つ
経
過
を
見
る
の
が
大

好
き
だ
っ
た
永
迫
さ
ん
。
そ
の

後
、
使
い
や
す
い
草
取
り
用
の

道
具
の
購
入
を
相
談
す
る
と
、

す
ぐ
に
用
意
し
て
も
ら
え
た
と

笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　
「
こ
こ
で
は
自
由
に
、
気
楽

に
過
ご
し
て
い
い
ん
だ
」
と
い

う
安
心
感
は
永
迫
さ
ん
の
心
に

火
を
つ
け
、
活
動
は
草
取
り
か

ら
本
格
的
な
野
菜
作
り
へ
。

　

こ
れ
ま
で
、
た
だ
時
間
を
過

ご
す
場
所
だ
っ
た
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
が
、
大
好
き
な
畑
が
待
っ
て

い
る
大
切
な
場
所
へ
と
変
わ
っ

た
瞬
間
で
し
た
。

　
「
は
じ
め
は
こ
こ
で
野
菜
を

育
て
る
こ
と
に
な
る
と
は
思
っ

て
い
な
か
っ
た
。
体
も
動
く
よ

う
に
な
る
し
気
分
が
い
い
ん
で

す
」。
永
迫
さ
ん
は
土
に
触
れ

る
喜
び
を
語
り
ま
す
。

　

現
在
、
永
迫
さ
ん
の
生
活
は
、

畑
を
中
心
に
回
っ
て
い
ま
す
。

「
野
菜
を
育
て
て
い
る
と
、『
１

本
植
え
る
と
５
個
な
る
か
ら
何

本
植
え
よ
う
か
』
と
、
い
ろ
ん

な
こ
と
を
考
え
始
め
る
。
夜
中

に
目
が
覚
め
て
も
野
菜
の
こ
と

ば
か
り
考
え
て
い
ま
す
」。

　

毎
日
の
作
業
で
体
を
こ
ま
め

に
動
か
す
こ
と
に
加
え
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
で
の
運
動
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
に
も
積
極
的
に
参
加
す
る

よ
う
に
な
り
、
筋
力
向
上
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。

　
「
作
っ
た
野
菜
を
皆
が
欲
し

い
と
言
っ
て
く
れ
る
の
で
う
れ

し
い
」
と
話
す
永
迫
さ
ん
。
役

割
を
持
つ
こ
と
が
日
々
の
大
き

な
活
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
体
が
少
し
痛
い
日
も
あ
る

が
、『
明
日
も
野
菜
の
世
話
が

あ
る
か
ら
頑
張
ら
な
い
と
』
と

考
え
る
。
や
っ
ぱ
り
や
る
気
と

楽
し
む
こ
と
が
大
事
で
す
よ
」。

　

自
ら
体
を
動
か
し
続
け
た
結

果
、
今
で
は
長
い
距
離
も
歩
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
歩
こ
う
と
思
え
ば
杖
な
し

で
も
歩
け
ま
す
。
孫
に
怒
ら
れ

て
し
ま
う
の
で
使
い
ま
す
け
ど

ね
」
と
冗
談
を
飛
ば
し
ま
す
。

「自分でやる」が合言葉
～毎日の何気ない動きが心と体を守る～ ●問＝長寿介護課

℡ 23-1140

収
穫
の
喜
び
分
か
ち
あ
い

広
が
る
笑
顔
と
交
流

夢
中
で
世
話
を
す
る

日
々
の
農
作
業
が
力
に

20



　

丹
精
込
め
て
育
て
た
野
菜

は
、
事
業
所
に
多
く
の
笑
顔
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
昨
年
は
、

収
穫
し
た
野
菜
を
使
っ
て
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
を
作
り
ま
し
た
。

　

料
理
経
験
が
あ
ま
り
な
か
っ

た
永
迫
さ
ん
で
す
が
、
自
ら
育

て
た
野
菜
の
下
処
理
に
挑
戦
。

　
「
か
ぼ
ち
ゃ
が
固
く
て
切
る

の
が
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
力
を

入
れ
て
切
れ
た
と
き
に
は
周
囲

か
ら
拍
手
が
お
き
て
、
う
れ
し

か
っ
た
で
す
ね
」
と
話
し
ま
す
。

　

こ
う
し
た
、
永
迫
さ
ん
の
い

き
い
き
と
し
た
姿
は
周
囲
に
も

良
い
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
「『
私
も
野
菜
作
り
を
や
っ
て

み
た
い
』
と
周
り
の
方
も
元
気

に
な
り
、
事
業
所
の
小
さ
な
花

壇
が
大
根
な
ど
の
畑
に
変
わ
り

ま
し
た
」
と
笑
う
二
宮
さ
ん
。

　

そ
し
て
何
よ
り
、
野
菜
作
り

を
通
し
て
永
迫
さ
ん
の
「
人
と

関
わ
る
機
会
」
が
大
き
く
増
え

ま
し
た
。
畑
仕
事
を
し
て
い
る

と
近
所
の
人
か
ら
声
を
か
け
ら

れ
て
会
話
が
弾
む
よ
う
に
な

り
、
動
物
に
野
菜
を
荒
ら
さ
れ

た
時
に
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で

新
し
く
で
き
た
仲
間
と
一
緒
に

対
策
を
相
談
し
合
う
な
ど
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
輪
が
目

に
見
え
て
広
が
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
目
覚
ま
し
い
変
化
を
引

き
出
し
た
の
は
、「
見
守
り
」

と
「
対
話
」
の
工
夫
で
し
た
。

　
「
私
た
ち
が
『
し
て
あ
げ
る
』

の
で
は
な
く
、
逆
に
『
野
菜
の

作
り
方
を
教
え
て
く
だ
さ
い
』

と
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
永
迫

さ
ん
は
本
当
に
知
識
が
豊
富

で
、
私
自
身
も
野
菜
作
り
を
教

わ
り
、
家
で
実
践
す
る
ほ
ど
。

で
き
る
こ
と
は
ご
自
身
で
や
っ

て
も
ら
い
、
で
き
な
い
部
分
だ

け
を
私
た
ち
が
そ
っ
と
手
伝
う

よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
」
と

二
宮
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

日
頃
の
会
話
か
ら
、
若
い
頃

何
を
し
て
い
た
か
な
ど
の
情
報

を
引
き
出
し
、
事
業
所
で
で
き

る
こ
と
に
結
び
つ
け
る
。
そ
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
永
迫

さ
ん
の
「
や
り
た
い
」
と
い
う

意
欲
を
呼
び
覚
ま
し
ま
し
た
。

　
「
手
助
け
を
し
て
く
れ
る
人

の
お
か
げ
で
で
き
て
い
ま
す
。

周
り
が
応
援
し
て
く
れ
る
環
境

だ
っ
た
か
ら
で
す
よ
」
と
永
迫

さ
ん
は
感
謝
を
口
に
し
ま
す
。

　
「
次
は
シ
イ
タ
ケ
に
挑
戦
」。

　

永
迫
さ
ん
は
次
な
る
目
標
に

向
け
て
走
り
出
し
て
い
ま
す
。

　
「
水
道
水
だ
と
菌
が
死
ん
で

し
ま
う
か
ら
」
と
、
自
然
の
雨

水
を
貯
め
る
た
め
の
手
作
り
の

仕
掛
け
を
構
想
し
、
職
員
に
相

談
し
な
が
ら
木
材
の
準
備
に
奔

走
す
る
毎
日
。
そ
の
目
は
、
新

し
い
挑
戦
を
前
に
し
た
少
年
の

よ
う
に
輝
い
て
い
ま
す
。

　
「
作
っ
た
野
菜
で
み
ん
な
が

喜
ん
で
く
れ
る
の
が
幸
せ
」。

　

特
別
な
運
動
で
は
な
く
、
毎

日
の
生
活
の
中
で
自
分
に
で
き

る
動
作
を
続
け
る
こ
と
。

　

そ
の
小
さ
な
積
み
重
ね
こ
そ

が
、
元
気
な
未
来
を
つ
く
る
最

高
の
介
護
予
防
策
で
す
。

「自分でやる」が合言葉
～毎日の何気ない動きが心と体を守る～

収
穫
の
喜
び
分
か
ち
あ
い

広
が
る
笑
顔
と
交
流

そ
っ
と
見
守
り
支
え

意
欲
を
引
き
出
す
力

次
な
る
夢
に
向
か
い

シ
イ
タ
ケ
栽
培
へ
！

掃除や洗濯、買い物など、日々の無意識な生
活動作は私たちが想像しているよりも多くの
エネルギーを消費しています。特別な運動を
しなくても、「体を動かそう」と意識して毎
日の動きをほんの少し変えるだけで、介護予
防につながります。

参考：スポーツ庁 WEB 広報マガジン「DEPORTARE」

掃除機かけ風呂掃除、 ウオーキング、軽い筋トレ

運動活動生活活動

かなり速いウオーキング

料理、洗濯 ヨガ・ストレッチ

＝＝

ゆっくり階段を上る

意外と知らない！
日常生活の運動強度
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＝＝

＝＝



　

介
護
予
防
や
リ
ハ
ビ
リ
と

聞
く
と
特
別
な
運
動
を
想
像

し
が
ち
で
す
が
、
立
つ
、
歩

く
、
手
を
伸
ば
す
と
い
っ
た

日
常
の
動
き
も
高
齢
の
方
に

は
良
い
運
動
に
な
り
ま
す
。

　

例
え
ば
洗
濯
物
干
し
は
肩

回
り
や
体
幹
の
筋
力
向
上

に
、
掃
除
機
が
け
は
全
身
の

有
酸
素
運
動
や
バ
ラ
ン
ス
能

力
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

人
の
筋
肉
は
使
わ
な
い
と

す
ぐ
衰
え
て
し
ま
い
ま
す
。

  

筋
力
が
落
ち
、
家
事
に
不

安
を
感
じ
る
際
は
全
て
を
や

め
る
の
で
は
な
く
、
座
っ
て

作
業
す
る
な
ど
で
き
る
範
囲

で
家
事
を
続
け
ま
し
ょ
う
。

　
「
で
き
る
こ
と
は
自
分
で

す
る
」、「
難
し
い
部
分
は
部

分
的
に
手
伝
っ
て
も
ら
う
」

と
い
う
意
識
で
、
介
助
を
最

小
限
に
留
め
る
こ
と
が
心
身

の
衰
え
を
防
ぐ
秘
訣
で
す
。

　

普
段
か
ら
家
事
を
し
て
い

な
い
、
と
い
う
人
で
あ
れ
ば
、

ま
ず
は
座
り
す
ぎ
を
減
ら
す

こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

　

テ
レ
ビ
の
Ｃ
Ｍ
中
に
ゆ
っ

く
り
立
ち
上
が
る
、
歯
磨
き

中
に
か
か
と
を
上
げ
る
な
ど

日
常
動
作
に
少
し
運
動
を
足

す
だ
け
で
構
い
ま
せ
ん
。

　

特
別
な
時
間
を
作
ら
な
く

て
も
、
毎
日
の
無
理
の
な
い

継
続
が
自
分
ら
し
い
自
立
し

た
生
活
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

本
人
が
安
全
に
生
活
動
作

を
続
け
る
た
め
に
も
、
転
ば

な
い
よ
う
動
線
を
整
え
る
と

い
っ
た
、
家
族
の
サ
ポ
ー
ト

も
大
切
で
す
ね
。

く
ら
し
の
全
て
が
リ
ハ
ビ
リ
に
。

専
門
家
が
語
る
「
自
分
で
や
る
」
こ
と
の
力

　

い
つ
ま
で
も
元
気
に
暮
ら
す

た
め
の
鍵
は
、
特
別
な
運
動
で

は
な
く
、
毎
日
の
当
た
り
前
の

暮
ら
し
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。

　

掃
除
や
洗
濯
で
体
を
動
か

し
、
献
立
を
考
え
て
料
理
を
作

り
、
美
味
し
く
味
わ
う
。

　

そ
の
よ
う
な
毎
日
行
っ
て
い

る
日
常
生
活
の
動
き
が
い
か
に

介
護
予
防
に
つ
な
が
る
の
か
。

　

本
ペ
ー
ジ
で
は
「
動
く
力
」

と
「
食
べ
る
力
」
の
両
面
か
ら
、

明
日
か
ら
す
ぐ
実
践
で
き
る
、

自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
の
ヒ

ン
ト
を
届
け
ま
す
。
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こ
と
も
大
切
で
す
。

　

年
齢
を
重
ね
る
と
消
化
機

能
が
落
ち
て
き
ま
す
が
、
だ

か
ら
こ
そ
し
っ
か
り
自
分
の

口
か
ら
食
べ
て
、
胃
腸
を
動

か
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
運
動
す
れ
ば
お
腹

が
空
き
、
食
べ
る
こ
と
で
筋

力
が
つ
く
と
い
う
、
食
事
と

運
動
の
相
乗
効
果
も
忘
れ
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

　

簡
単
な
も
の
で
良
い
の

で
、
１
日
３
食
か
ら
始
め
ま

せ
ん
か
。
そ
の
際
、
旬
の
食

材
を
取
り
入
れ
る
と
季
節
を

感
じ
ら
れ
、
毎
日
の
食
事
が

さ
ら
に
楽
し
く
な
り
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
自
分
の
口
で
食

べ
る
こ
と
を
意
識
し
心
と
体

を
元
気
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

　

栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て

献
立
を
立
て
、
買
い
物
に
行

き
、
調
理
を
す
る
。
こ
の
一

連
の
動
作
は
脳
へ
の
刺
激
と

な
る
た
め
、
認
知
症
予
防
へ

の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

全
て
を
一
人
で
で
き
な
く

て
も
、
野
菜
を
切
る
な
ど
一

部
だ
け
で
も
十
分
で
す
。

　

家
族
は
危
な
い
か
ら
と
役

割
を
取
り
上
げ
ず
、
安
全
な

環
境
を
整
え
見
守
る
こ
と
を

意
識
し
ま
し
ょ
う
。

　

自
分
で
作
っ
た
料
理
は
、

美
味
し
く
味
わ
い
た
い
と
い

う
意
欲
を
引
き
出
し
ま
す
。

　

い
つ
ま
で
も
美
味
し
く
食

べ
ら
れ
る
よ
う
、
口
の
体
操

な
ど
で
、
唾
液
の
分
泌
を
促

し
、
口
の
機
能
を
維
持
す
る

牟
む た

田 宏
こうへい

平 さん

医療法人 友光会
整形外科押領司病院
リハビリテーション部

主任

野
の ぐ ち

口 理
り み こ

美子 さん

小林市立病院
臨床栄養室

日
常
生
活
の
動
き

少
し
の
工
夫
で
元
気
に

料
理
は
最
高
の
脳
ト
レ

食
べ
る
力
で
健
や
か
に

理
学
療
法
士

管
理
栄
養
士



　
「
年
齢
を
重
ね
て
も
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
暮

ら
し
続
け
た
い
」。

　

誰
も
が
抱
え
る
そ
の
願
い
を

叶
え
る
た
め
に
意
識
し
た
い
の

が
、
介
護
な
ど
を
必
要
と
せ

ず
、
元
気
に
過
ご
せ
る
期
間
で

あ
る
、「
健
康
寿
命
」
で
す
。

　

私
た
ち
は
介
護
と
聞
く
と
、

身
の
回
り
の
家
事
全
般
を
全
て

代
わ
り
に
行
っ
て
も
ら
う
生
活

を
想
像
し
が
ち
で
す
。

　

し
か
し
、
危
な
い
か
ら
、
疲

れ
る
か
ら
と
全
て
を
人
に
任
せ

る
生
活
を
続
け
る
と
、
せ
っ
か

く
の
筋
力
や
能
力
が
あ
っ
と
い

う
間
に
衰
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
市
が
推
進
し
て
い
る

の
が
、自
立
支
援
型
介
護
予
防
。

　

こ
れ
は
、
一
人
ひ
と
り
が
持

「
自
分
自
身
で
で
き
る
こ
と
を
増
や
そ
う
」

自
立
支
援
型
介
護
予
防
で
健
康
長
寿

つ
能
力
を
最
大
限
に
活
か
し
て

要
介
護
状
態
を
防
ぐ
こ
と
を
目

的
と
し
た
取
り
組
み
で
す
。

　

自
分
で
で
き
る
活
動
は
続

け
、
難
し
く
な
っ
た
こ
と
は
専

門
職
と
一
緒
に
挑
戦
し
、
で
き

る
こ
と
を
増
や
し
て
い
く
と
い

う
視
点
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
こ
う
し
た
支
援
の
輪

を
地
域
全
体
へ
広
げ
る
た
め
、

自
立
支
援
型
の
介
護
予
防
に
積

極
的
に
取
り
組
み
、
利
用
者
の

生
活
の
質
を
大
き
く
向
上
さ
せ

た
介
護
事
業
所
を
表
彰
す
る

「
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）
向
上

事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

３
月
19
日
に
は
テ
ナ
ム
ビ
ル

で
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
事
業
に
参
加
し
た
事
業
所

は
、
利
用
者
に
と
っ
て
難
し
く

な
っ
た
作
業
を
何
で
も
代
わ
り

に
や
っ
て
あ
げ
る
の
で
は
な

く
、
利
用
者
の
「
や
っ
て
み
た

い
」
と
い
う
前
向
き
な
気
持
ち

に
優
し
く
寄
り
添
い
な
が
ら
、

利
用
者
と
事
業
所
が
二
人
三
脚

で
元
気
な
生
活
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

少
し
時
間
は
か
か
っ
て
も
、

自
分
で
や
っ
て
み
る
こ
と
。
そ

し
て
周
囲
が
手
を
出
さ
ず
温
か

く
見
守
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

特
別
な
運
動
で
な
く
て
も
、

毎
日
の
生
活
の
中
で
自
分
に
で

き
る
動
作
を
続
け
る
こ
と
が
、

心
と
体
を
若
々
し
く
保
つ
最
高

の
介
護
予
防
に
な
り
ま
す
。

　

い
つ
ま
で
も
笑
顔
で
豊
か
な

毎
日
を
送
る
た
め
に
、
今
日
か

ら
暮
ら
し
の
中
で
自
分
で
で
き

る
こ
と
を
見
つ
け
、
取
り
組
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

ヘルパーが単独で片付けを行う
のではなく、利用者と一緒に掃
除などをして生活環境を整えま
した。さらに、畑の野菜を一緒
に調理するなどの支援を通じて
本人の意欲を引き出し、１人で
の入浴が可能になるなど、自立
した規則正しい生活リズムを取
り戻しました。

要支援訪問部門
【最優秀賞】
メゾンドニシモロ

施設での運動に加え、自宅で続
けられる運動メニューを提供
し、日々の習慣化を図りまし
た。併せて食事や水分摂取の助
言も実施した結果、当初は押し
車を使用して散歩していた利用
者が、杖なしで約２㌔の距離を
１人で歩行できるまでに機能が
回復しました。

要支援通所部門
【最優秀賞】

合同会社
M

モ ア

ORE G
グ ル ー プ

ROUP

表彰事業所の事例紹介

23 KOBAYASHI　 2026.4

【QOL 向上事業表彰事業所（者）一覧】（順不同）

要支援
通所部門

最優秀賞 合同会社 MORE GROUP

シルバーランド　望峰の里

きりしまの園
デイサービスセンター

メゾンドニシモロ

上町デイサービスセンター

野尻中央病院 通所リハビリ
テーション デイケアふれあい

ひなもり園デイサービス

デイサービスセンター
こころ湯

メゾンドニシモロ

優秀賞

最優秀賞

特別賞

最優秀賞

優秀賞

特別賞

プロセス賞

特別賞

要支援
訪問部門

要介護
通所部門

要介護
訪問部門

優秀
プラン賞

市西部地域包括支援センター
米
よねまる

丸 文
あ や の

乃さん
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手
話
で
あ
い
さ
つ
や
自
己
紹

介
、
簡
単
な
会
話
が
理
解
で
き
る

よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
た
講

習
会
で
す
。
あ
な
た
も
手
話
を
習

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
開
催
期
間
【
共
通
】

　

４
月
～
令
和
９
年
３
月

◆
開
講
日　

４
月
15
日
（
水
曜
）

▼
昼
の
部

　

毎
週
水
曜　

10
時
～
11
時
30
分

▼
夜
の
部

　

毎
週
水
曜　

19
時
30
分
～
21
時

◆
場
所　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
市
立
図
書
館
横
）

◆
開
講
日　

４
月
14
日
（
火
曜
）

　

毎
週
火
曜　

19
時
30
分
～
21
時

◆
場
所

　

野
尻
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

　
（
友
愛
会
館
）

◆
対
象

　

市
内
在
住
で
高
校
生
以
上
の
手

話
に
興
味
の
あ
る
人

※
小
中
学
生
は
保
護
者
同
伴
で
参

　

加
く
だ
さ
い

◆
受
講
料　

無
料

※
初
回
の
み
千
円

　
（
資
料
・
テ
キ
ス
ト
代
）

◆
申
込
方
法　

電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
「
会
場
・
時
間
帯
」
と
「
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
」
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
開
講
日
当
日
も
受
け
付
け
ま
す

●
申
・
問
・
福
祉
課　

　

℡
23
‐
０
１
１
１

　

FAX　
23
‐
４
９
３
４

　

目
の
不
自
由
な
人
に
パ
ソ
コ
ン

録
音
で
書
籍
や
広
報
紙
な
ど
の
内

容
を
伝
え
る
「
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
の
養
成
講
座
で
す
。

◆
対
象

・
講
習
終
了
後
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
が
で
き
る
人

・
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
人

◆
講
習
期
間

　

５
月
～
令
和
９
年
３
月

※
毎
月
第
２
・
４
土
曜

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

◆
受
講
料　

無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
は
別
途
必
要

◆
場
所　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
市
立
図
書
館
横
）

◆
開
講
式
日
時
・
場
所

　

５
月
９
日
（
土
曜
）

　

13
時
30
分
～

・
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
申
込
締
切　

５
月
９
日（
土
曜
）

※
開
講
式
当
日
も
受
け
付
け
ま
す

●
申
・
問
・
社
会
福
祉
協
議
会

　

℡
23
‐
３
４
６
６

・
戸
高　

℡
22
‐
５
７
１
３

　

ビ
ニ
ー
ル
製
の
大
き
な
ボ
ー
ル

を
ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
さ
せ
て
打
つ
の

で
、
ラ
リ
ー
が
続
き
や
す
く
初
心

者
や
高
齢
者
も
楽
し
め
ま
す
。

◆
日
時
（
毎
週
水
曜
・
全
８
回
）

　

５
月
６
日
（
水
曜
）

　

～
６
月
24
日
（
水
曜
）

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

◆
場
所　

真
方
地
区
体
育
館

◆
定
員　

10
人
程
度

◆
費
用　

千
円

※
ボ
ー
ル
代
、
会
場
費

※
ラ
ケ
ッ
ト
の
貸
し
出
し
あ
り

◆
申
込
方
法　

電
話

◆
申
込
締
切　

４
月
30
日（
木
曜
）

●
申
・
問

・
ミ
ニ
テ
ニ
ス
協
会
事
務
局

　

℡
22
‐
２
２
７
７

小
林
会
場

野
尻
会
場

共
通
事
項

2026 年４月１日号

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

ミ
ニ
テ
ニ
ス
教
室

令
和
８
年
度

手
話
講
習
会

権利擁護無料相談会・後見人等のつどい

くらしの中での悩みを、ひとりで抱え込んでいませんか。
どこに助けを求めていいか分からない人のための「無料
相談会」を開催します。相談内容の秘密は固く守られます。
また、当日は親族後見人等を対象に家庭裁判所への提出
書類の書き方や手続きに関する相談も受け付けます。

■日時　4 月 14 日（火曜）13 時 30 分～ 15 時 30 分
■場所　社会福祉センター（別館 1 階会議室）
■相談員　弁護士、司法書士、社会福祉士など
■利用方法　本相談会は【事前予約制】です。
事前に電話で予約し、当日は直接会場まで来場ください

●申・問＝中核機関にしもろ地区権利擁護推進センター
　　　　　「つなご」　　℡ 27-3358

「身寄りがなく、将来の財産管理が不安…」
「障がいのある家族の将来が心配…」
「悪徳商法や借金問題で困っている…」

保健福祉推進などを目的に地域福祉活動を行う団体へ「小
林市愛のふるさと福祉基金」から助成を行っています。

３月 15 日号掲載、不登校親の会「とまりぎ」と居場所「ま
る灯」は時間・場所・内容が変更となりました。詳細は問
い合わせください。　●問＝社会福祉協議会　℡ 23-3466

■対象者　社会福祉法人／地域福祉を推進する民間団体

■助成額
提出された事業計画内容に基づき、運用委員会で協議し
て決定します。

■申請方法　申請書類を窓口か郵送で提出
※申請書は窓口かホームページで入手できます

■申込締切　４月 30 日（木曜）必着

地域保健福祉活動に助成を行っています

●申・問＝福祉課　℡ 23-0111
〒 886-8501　小林市細野 300 番地

【広報紙　掲載イベントの訂正】
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Information

65 歳
対象

　高齢者の肺炎の原因の中で、最も頻度の高い「肺
炎球菌」という細菌感染を予防するワクチンです。
肺炎のすべてを予防することはできませんが、重症
化防止などの効果が期待されます。対象者には 65
歳の誕生月の月末に「接種券」を郵送しています。
有効期限は、66 歳の誕生日の「前日」までです。

◆注意事項
▼令和 7 年度中に 65 歳を迎え、まだ接種をしてい
ない人は、引き続き 66 歳の誕生日前日まで接種が
可能です。ただし、使用ワクチンの変更に伴い、現
在お持ちの接種券は「4 月 1 日以降」は使用できま
せん。接種を希望する場合は、新しい接種券を発行
しますので、健康推進課まで連絡をお願いします。
▼実施医療機関など詳細は個別通知を確認ください。

◆費用（自己負担額）　3,500 円（４月 1 日以降）
※使用されるワクチンの変更に伴い、自己負担額が
　増額となりました

　令和８年度の接種対象者には、４月に個別に通知
します。

◆令和８年度の対象者
▼年度内に 65 歳を迎える人
▼年度内に 70・75・80・85・90・95・100 歳を
　迎える人
▼ 60 歳～ 64 歳で、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫
の機能の障害があり、日常生活がほとんど不可能な人

●問＝健康推進課　℡ 23-0323

◆注意事項
▼有効期限は４月１日～令和９年３月 31 日まで。
▼実施医療機関など詳細は個別通知を確認ください。

◆費用（自己負担額）※どちらかのワクチンを選択

2,500 円／回
※どちらも生活保護受給者は無料

6,500 円／回自己負担額
（1 回あたり）

接種回数 １回
２回

１回目接種後、２カ月以上
の間隔をあけ２回目を接種

種類 生ワクチン 組換えワクチン

●問＝健康推進課　℡ 23-0323

高齢者肺炎球菌ワクチンの
予防接種はお済みですか？

帯状疱疹の発症・重症化予防のために
ワクチンを接種しませんか？

小林市長選挙に行きましょう
●問＝選挙管理委員会事務局　℡23-1143

私たちの「まち」のリーダーを決める大切な選挙

４ 19/ 日

投 票 日

～４ 13/ 月 ４ 18/ 土

期 日 前 投 票

（７時～ 18 時まで）

▼詳細はコチラ

期日前投票所

※西小林出張は４月 17 日（金曜）、18 日（土曜）のみ

18 歳から
投票できます
お子さま連れで
も投票できます
入場券が無くて
も投票できます

※

◆告示日　４月 12 日（日曜）
◆選挙公報配布期間　４月 14 日（火曜）～４月 17 日（金曜）

・小林市役所 ８時 30 分～ 20 時
・須木庁舎 ８時 30 分～ 18 時

・西小林出張所 ９時～ 17 時
・野尻町保健福祉センター ８時 30 分～ 18 時
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と
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あ
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ま
す

国
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大
会
が
８
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に
ス
タ
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ト
！

期
間
中
は
会
場
と
な
る
施
設
を
利
用
で
き
ま
せ
ん

・ひいらぎアリーナ
※総合運動公園に新設
　された体育館

・中央公民館

・文化会館

・ひいらぎアリーナ
・市民体育館
・中央公民館

令和９年 令和９年

競技名 会場施設等 使用できない期間

月８ 19日 水

10日 水

24日 月

15日 月

トランポリントランポリン

ウエイト
リフティング

ウエイト
リフティング

バレーボールバレーボール

大会期間

月２ 13日 土

～

月11 19日

月11 23日

木

月

～

月８ 22日

月８ 23日

土

日
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。
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と
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み
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【
協
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集
中
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小
林
市
の
魅
力
を
全
国
へ
！

「
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
」
を
一
緒
に
盛
り
上
げ
ま
せ
ん
か
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■募集内容
大会運営などに活用できる物品の提供や貸与
※協賛の対象となる物品の例など、詳しい内
　容は市ホームページをご確認ください

■募集期間
　令和９年 10 月 25 日（月曜）まで
※両大会の終了日まで受け付けています

【お問い合わせ・お申し込み】
小林市国スポ・障スポ推進室
℡ 0984-27-3325
Mail：k_kokuspo@city.kobayashi.lg.jp

協 賛 募 集 中

▼詳細はコチラ
（市ホームページ）

■申込方法

実行委員会
へのご連絡

協賛物品の
選定などの
打ち合わせ

協賛申込書の
記載・提出

月２

～

月11 ９ 日 月 28日 土～

16日 月 24日 火～月11

～
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「ＰＲポスター原画コンクール」の最優秀賞受賞作品を使用
した、小林市オリジナルのＰＲポスターが完成しました！
子どもの部の最優秀賞は８月から始まる競技別リハーサル大
会用のポスター（画像㊨）、一般の部の最優秀賞は本大会用
のポスター（画像㊧）となっています。
今後、市内公共施設などさまざまな場所に掲示して、大会を
盛り上げていきます。（関連記事 15㌻）

コンクール最優秀賞がポスターに！

Vol.12

543 570

▼ホームページ ▼ Instagram

小林市オリジナルＰＲポスターが完成！

（４月１日時点）

国スポ・障スポ情報
発信中！

国スポ・障スポ情報
発信中！

●問＝国スポ・障スポ推進室
　℡ 27-3325

地域や学校、集まりの場などに職員が伺い、国スポ・障スポに関する講話を行います。
大会の概要や前回大会の宮崎国体についての話、イメージソングに合
わせたダンス講座など、希望に合わせて１時間程度で実施します。
国スポ・障スポ推進室へ電話（℡ 27-3325）するか、申し込みフォーム（二
次元コード）からお気軽に申し込みください。

国スポ・障スポに関する講話を聞いてみませんか？

　皆さんは春といえば、何を思い浮かべますか。
おそらく、日本を象徴する桜がすぐに思い浮かぶ
のではないでしょうか。
　春といえば、始まりの季節でもあります。新学
期や入学、就職など、多くの人に新しい生活が始
まります。子どもも大人も、新鮮な気持ちになる
時期なのではないかと思います。
　ドイツにも桜の木はありますが、日本のように
文化と深く結びついているわけではありません。
学校も春ではなく、秋から新学期が始まりますし、
就職なども決まった時期があるわけではなく、そ
れぞれのタイミングで決まることが多いです。な
ので、ドイツの春といえば、少し違う言葉を思い
浮かびます。1 つ目はビアガーデンです。直訳す
ると、ビールの庭になります。ビールは季節に関
係なく一年中楽しまれていますが、ポイントは
ガーデンです。春になると、ドイツでは多くのレ
ストランに屋外席が設けられます。この席をビア

ガーデンと呼び、ビールだけを注文したい人でも
気軽に利用できます。天気のいい日に外で飲む
ビールは、格別においしく感じますからね。ちな
みに、ガーデンと呼んでも、花などが植えられて
いるわけではありません。むしろ、ビールを楽し
むための庭と言ったほうがいいかもしれません。
　もう一つはホワイトアスパラガスです。日本の
スーパーでよく見かける緑色ではなく、白色のア
スパラガスです。4 月から 6 月ごろまでしか収穫
できないため、季節を強く感じられる野菜なので
はないかと思います。皮をむいてお湯でゆでたり、
フライパンで焼いたりして調理します。どちらの
場合でも、バターと塩、少々の砂糖で味を調えて
いただきます。私は、それほど好きな野菜ではな
いのですが、しばらく食べていないので、久しぶ
りにまた食べてみたいと思うようになりました。

●問＝地方創生課　℡23-1148

国際交流員
ロバートのコラム
国際交流員
ロバートのコラム

「日本とドイツの春の始まり」

ホワイトアスパラガス
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「健幸こばやし 21」を毎日の健幸づくりに
～人生 100 年時代！元気に長生きするための「健幸づくり」～
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く
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心
と
体
を
整
え
る

「
ベ
ジ
活
」
の
す
す
め

野菜とたんぱく質でストレス撃退

べジ活で心も元気に！

ビタミンＡ
・ストレスによって増えた体のサビ（活
性酸素）から細胞を守る（抗酸化作用）

▼おすすめレシピは小林市のクックパッドに
掲載しています。ぜひ、作ってみてください。

にんじん
ほうれん草
モロヘイヤ
パプリカ
ブロッコリー
キャベツ
ごぼう
きのこ類

・ストレス時にホルモン分泌をサポート
・血糖値の急上昇を防ぐ
・腸内環境を整え、自律神経を安定させる

栄養素 効能 多く含まれる野菜 おすすめレシピ

ビタミンＥ

ビタミンＣ

食物繊維

にんじんの明太子炒り
ささみとほうれん草のごまマヨ和え
モロヘイヤの梅たれ冷奴
パプリカとツナの卵炒め
野菜のスパニッシュオムレツ

鶏ごぼうごはん
きのこの和風ナムル

キャベツの花しゅうまい

= 健康推進課
　℡ 23-0323
= 健康推進課
　℡ 23-0323

問 

健幸こばやし 21（第３次）概要版はコチラ▼ ▼出前健康講座の
申し込みはコチラ

※健康寿命とは、健康上の問題で日常生活が制限され
ることなく生活できる期間のこと

75

男性

女性

80 85 （歳）90

80.30 歳

87.66 歳

歳79.05 歳79.05

歳84.93 歳84.93

平均寿命と健康寿命の差

健康寿命 平均寿命

小林市の平均寿命と健康寿命 ※令和２年

男性：　　　年

女性：　　　年

1.25
2.74

●問＝健康推進課　℡ 23-0323



「楽しく運動！料理中のながら運動のすすめ」 問 = 長寿介護課　℡ 23-1140

具材を混ぜる際には少し大きめに円を
描くように上下左右に混ぜましょう。

効果  ・肩や腕の可動域維持
　　  ・上肢の筋力低下予防

混ぜる動作で「腕の運動」

肩をすくめてストンと落とします。
背中を伸ばして深呼吸します。

効果  ・肩こり予防
　　  ・猫背の改善

盛り付け前の「姿勢リセット体操」

借金や病気、障がいなどが原因で生活が困窮している方を、生活保護に至る前の段階
で、自立に向けて支援します。ひとりや家族だけで悩まず、一緒に考えましょう。
LINE（右二次元コード）での相談も受け付けています。

問 小林市社会福祉協議会 小林市生活自立相談支援センター　℡ 23 ‐ 0338

小林市生活自立相談支援センターの紹介
日々の悩み事を気軽に相談してください

■支援内容

相談者の状況、希望、経験に沿った仕事への
就労を目指し、ハローワークと連携して就職
活動をサポートします。

就労支援

「ひきこもっていた期間が長く、すぐに働く自
信がない」、「他者との関わりが不安」など一
般就労が難しい方に、２週間程度のプログラ
ムに沿った就労支援や就労機会を提供します。

就労準備支援

世帯の収入と支出を「見える化」して相談者
と一緒に家計簿を作り、より良いお金の使い
方を探ります。

家計の見直し

離職、廃業、やむを得ない休業などにより、
家賃の支払いに困り住居を失う恐れのある方
に対して、原則３カ月間家賃額の一部を支援
します。

住居確保給付金

◀こちらの二次元
コードから「なが
ら運動」の実際の
動 き を 確 認 で き
ます。（市立病院
Instagram）

動
不
足
は
気
に
な
る
け

ど
、
運
動
時
間
を
作
れ

な
い
」
と
い
う
人
に
お
す
す
め

な
の
が
、「
な
が
ら
運
動
」で
す
。

　

特
別
な
運
動
を
行
う
の
で
は

な
く
、
家
事
の
時
間
を
そ
の
ま

ま
活
用
で
き
る
の
が
大
き
な
魅

力
で
、
少
し
の
配
慮
で
安
全
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
で
き
た
」
と
い
う
達
成
感

や
食
事
を
楽
し
む
喜
び
は
、

日
々
の
意
欲
や
生
活
の
質
の
向

上
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
毎
日

の
暮
ら
し
の
中
に
、
無
理
な
く

続
け
ら
れ
る
“
な
が
ら
運
動
”

を
取
り
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
運

料理中にできる簡単運動

・運動は「ついで」「短時間」でも十分
・疲れや痛みが出たら中止

理学療法士からのポイント！ ・火や刃物を使っている最中は行わない
・ふらつく時は支えを持って
・毎日少しずつ続けることが一番大切

小林市立病院 リハビリテーション室

2

流し台につかまり、片足を少し浮か
せます。

効果  ・バランス能力の維持
　　  ・転倒予防

待ち時間の「片足立ち」

流し台につかまり、かかとを上げ下
げします。

効果  ・ふくらはぎの筋力維持
　　  ・つまずき、転倒予防

洗い物の合間に「かかと・つま先上げ」1

3 4

29 KOBAYASHI　 2026.4
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●担当課＝商工観光課　℡ 23-1174

霧島連山を背景に約 15 万本のポピー
やキンギョソウ、リビングストンデー
ジーを楽しむことができます。フェス
タ期間中はご当地グルメ屋台の出店や
マルシェも開催予定です。

子どもから大人まで楽しめる、自然
いっぱいの総合レジャーランド。思
いっきり体を動かして遊べる全天候
型遊具「ケロケロ共和国」が子ども
たちを出迎えます。他にも子ども列
車などの遊具が盛りだくさんです。

フィンランド式サウナを備えた「か
じかの湯」、須木のブランド米「須
木米」を使ったおむすびを味わえる

「お結びや」など、「遊ぶ。食べる。
ととのう。」を体感できるレジャー
施設です。

■日時　４月 11 日～５月 17 日
■場所　生駒高原
■金額　中学生以上 700 円、小学生・
　　　　未就学児無料

2026 生駒高原はなフェスタ

のじりこぴあ

すきむらんど

問 ＝福祉課    ℡ 23-0111
で話そう！手話

「入学（する）」 モデル：梅
う め づ

津 麻
ま ゆ こ

悠子さん

日常会話で使える手話を毎月紹介します。手話を使って
ろう者の方とコミュニケーションをとってみませんか？

①両手の掌を手前に向け並べ置く

②両手の人差し指で「入」を作り前へ出しながら指
先を前に向ける

「新しい、新鮮」 モデル：梅
う め づ

津 一
い ち よ う

葉さん

①両手拳の指を上にして体の前に並べて置く

②その両手拳を前に出しながら同時に開く

春にぴったりのお出かけスポットを紹介！

　県内の優れた広報作品を表彰する令和８年宮崎
県広報コンクールで、「広報こばやし８月号」が広
報紙と一枚写真の２部門で最優秀賞となる「特選」
に輝きました。同号の特集「未来に繋げ命のバトン」
では、戦後 80 年を迎えた地域の戦争の記憶や平和
への願いを 17 ページにわたり掲載。また写真部門
では、大雨の中で執り行われた西小林小学校での
慰霊祭を切り取った一枚が高く評価されました。

広報こばやし８月号
県広報コンクールでＷ受賞

写真と特集記事の双方で最優秀賞



31 KOBAYASHI 2026.4

～ 児童書 ～

『神の蝶、舞う果て』
著者：上橋　菜穂子

発行：講談社

～ 一般書 ～

『佐藤愛子の一喝箴言集
「なんのこれしき！」』

著者：佐藤　愛子
発行：きずな出版

【本館】毎週月曜は休館
　◆開館時間　9 時～ 19 時　※日曜と祝日は 17 時まで

【須木分館】毎週月曜と祝日は休館
　◆開館時間　9 時～ 17 時

【野尻分館】毎週月曜と祝日は休館
　◆開館時間　10 時～ 18 時 30 分　※日曜は 17 時まで
毎月１日は館内整理日のため全館（本館・須木・野尻）休館

休館と開館時間

・本の貸出
・予約申込
・学習室利用（中学生以上）

※全館（本館・須木分館・野尻分館）
　で利用できます

カードは、市内に在住・通勤・通学してい
る人であれば誰でも作ることができます。
◆作り方
図書館で登録申し込み書に必要事項を記入
するだけです。
※本人確認のため身分が分かるもの（マイナ
　ンバーカードや免許証など）の提示が必要

■おこめ処 お結びや　11 時～ 15 時　第２・４木曜定休

お
こ
め
処
お
結
び
や
春
の
新
メ
ニ
ュ
ー

　

３
月
か
ら
、
お
こ
め
処
「
お
結

び
や
」
の
う
ど
ん
や
そ
ば
、
定
食

メ
ニ
ュ
ー
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま

し
た
。
新
し
く
な
っ
た「
う
ど
ん
・

そ
ば
」
は
、
地
元
製
麺
所
の
麺
を

使
用
。
須
木
産
の
ゆ
ず
皮
を
ト
ッ

ピ
ン
グ
し
、
よ
り
風
味
豊
か
な
味

わ
い
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
曜
日
ご
と
に
楽
し
め

る
新
し
い
定
食
や
セ
ッ
ト
も
登
場

し
ま
し
た
。

■
平
日
限
定
（
１
日
10
食
）

　
「
唐
揚
げ
定
食
」
８
０
０
円

　

人
気
メ
ニ
ュ
ー
の
の
唐
揚
げ
４

個
に
、
自
慢
の
白
ご
飯
と
小
鉢
を

２
つ
添
え
ま
し
た
。
気
軽
に
選
べ

る
大
満
足
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

■
土
日
限
定
（
数
量
限
定
）

　
「
熟
成
須
木
栗
ご
飯
と
う
ど
ん
・

そ
ば
セ
ッ
ト
」
１
２
０
０
円

　

甘
み
が
強
い
須
木
栗
を
使
っ
た

栗
ご
飯
に
新
し
く
な
っ
た
う
ど
ん

（
ま
た
は
そ
ば
）
と
漬
物
を
組
み

合
わ
せ
ま
し
た
。
須
木
ら
し
さ
を

存
分
に
楽
し
め
る
セ
ッ
ト
で
す
。

　

季
節
の
移
り
変
わ
り
と
と
も

に
、
食
の
選
択
肢
も
少
し
ず
つ
広

が
っ
て
い
ま
す
。
近
く
に
お
越
し

の
際
は
、
ぜ
ひ
新
し
い
味
を
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
。

▼唐揚げ定食とリニューアルしたうどん・そば

◀すきむらんど
ホームページ

▶すきむらんど
instaglam

すきむらんど
【㈱ BRIDGE the gap】

住所：小林市須木下田 356 番地 1
℡ 48-2480

「図書館利用者カード」を
つくりませんか？

カードがあればこんなことができる！
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場　所 ４月

野尻町保健福祉センター 14 日（火）、21 日（火）、28 日（火）

● にこにこ運動教室（13：30 ～ 15：30）　
問：社会福祉協議会野尻支所　℡ 44 ‐ 1206

●健康相談
問：健康推進課　℡ 23 ‐ 0323

月 日 曜 種　類 会　場 時　間

平日 ( 祝日を除く ) 健康相談
( 体組成計・血管年齢測定 ) 小林市保健センター 8：30 ～ 17：15

（要予約）

４ 23 木 まちの保健室 コープみやざき
小林店 13：30 ～ 15：30

月 日 曜 在　宅　医 電話番号　

4

12 日
よしむら循環器内科クリニック 27-3339

みまつこどもクリニック 22-1234

19 日
前田内科医院 22-5802

小林中央眼科 23-5300

26 日
すわクリニック 22-6489

桑原記念病院 22-4138 

29 水
内村病院 23-2575

野尻中央病院 44-1141

5

3 日
園田病院 22-2221

髙﨑皮膚科医院 22-8521

4 月
槇内視鏡内科医院 22-2819

整形外科押領司病院 22-3131

5 火 柊山医院 22-2503

6 水
ほりファミリークリニック 23-3988

押川病院 44-1005

　日曜祝日在宅当番医（原則として 9 時から 17 時）　

● 育児・親子健康日程
問：こども課　℡ 23 ‐ 4319　 

種　類 月　日 時　間 会　場

妊婦健康相談
母子健康手帳発行

毎週月曜
（祝日除く） 受付 9:00 ～ 11:30

小
林
市
保
健
セ
ン
タ
│

沐浴体験
（要予約） ４月 20 日（月） 13:30 ～ 15:30

もぐもぐクッキング
（要予約） ４月 22 日（水） 受付 13:45 ～ 14:00

開催 14:00 ～ 15:30

赤ちゃん健康診査 ４月 16 日（木）
※個別に案内しています

１歳６か月児健康診査 ５月７日（木）

区 ４
月

５
月

水流迫、東方 1・2 １ １

真方１・２・３ ２ ７

南西２・３、通り町 ３ ８
南西１の西、南西４

緑町 ６ ８

南西１の東、種子田 ７ 11

北西１・３、本町 ８ 12

北西２、坂元 10 13
西町１・２・３

南島田 ９ 14

仲町、永田町、後川内 13 21

細野 2・３、南真方 14 22

細野１、南真方西 15 26
南真方東

上町・上町西 23 27

上町東、上町北
上町中（奇数月） 24 28

西堤、南堤 28 29

北堤 30 29
野尻地区

（第 3 日曜） 19 17

須木地区
（第４日曜） 26 24

「PET（ペット）ボトル」
今月のこれは何ごみ？

●問＝生活環境課　℡ 23 ｰ 8122

ボトル本体は、 マ ー ク 表 記
があれば『リサイクル品』。表記
がない場合は『もやさないごみ』
です。マークの表記はボトル本体
あるいはフィルムにあります。中
をすすいで出してください。
キャップとフィルムは『プラスチ
ック製容器包装』になります。

　リサイクル日程　
生活環境課　 　℡ 23-8122
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くらし　４月 10 日～５月９日
●納付・納税・年金　　ほけん課 ℡ 23-0116　税務課 ℡ 23-0115　市民課 ℡ 23-1112

種　類 月　日 場　所 時　間 備　考
休日納付・納税相談窓口 ４月 19 日（日） ほけん課・税務課窓口 8：30 ～ 17：15 ※ 毎月第 3 日曜日
年金移動相談   ※要予約 ４月 16 日（木） 市役所本館 1 階 相談室 10：00 ～ 15：00 予約 : 都城年金事務所

※年金移動相談は、事前に都城年金事務所（℡ 0986-23-2571）に電話予約をお願いします

●人権・行政・なやみごと相談　 市民課　℡ 23-1141
月 日 曜 種　類 会　場 時　間

４

14 火 人権・行政・なやみごと 市役所東館１階会議室４

10：00 ～ 15：0028 火 人権・なやみごと 市役所東館１階会議室４

５ ７ 木 人権・なやみごと 野尻町保健福祉センター
　農地移動申請　

場所　農業委員会事務局
時間　９時～ 17 時
受付締切日 ４月 10 日（金曜）

二原遺跡公園公開日

４月 19 日（日曜）
時間　９：30 ～ 11：30

小林保健所の相談会（　 小林保健所　 23 ｰ 3118）

▼アルコール家族教室（アルコールで悩む本人・家族）

　　 毎月第２火曜 　13 時 30 分～ 15 時 30 分

▼ひきこもり・こころの健康相談

　　４月は第３火曜　 13 時 30 分～ 15 時 30 分

▼わかちあいの会（自死遺族のつどい）

　　 毎月第４木曜　 13 時～ 15 時

時

場

日

問

時日

時日

断酒会（西諸支部）

お酒をやめたい人やその家族が、

支え合う自助グループです

　  毎月第２・４土曜

　 19 時 30 分～ 21 時 30 分

　  中央公民館

　  ℡ 090 ‐ 7472 ‐ 4478

時

場

日

問

小林こすもす家族会

精神疾患“学び合い”“助け合い”

“笑い合う”家族会です

　 毎月第２水曜

　 13 時 30 分～ 15 時 30 分

　 市民活動支援センター

　 ℡ 080 ‐ 6423 ‐ 5858

時

場

日

問

その他の相談会や集い（参加希望者は事前に連絡ください）

☎27-1850◆こころの電話相談 20 時～ 22 時NPO 法人こばやしハートム
ひとりで悩まずお話しください

月

☎ 0985 ｰ 77 ｰ 9090

◆お悩み傾聴ダイヤル
◆こころの電話相談

◆ NPO 法人
　宮崎いのちの電話

◆ NPO 法人国際ビフレンダーズ
　 宮崎自殺防止センター

☎ 0570 ｰ 7
な や み

83 ｰ 7
な ら こ こ

55
☎ 0985 ｰ 32 ｰ 5566

☎ 0570 ｰ 7
な や み

83 ｰ 5
こ こ ろ

56

９時～ 19 時

18 時～４時

月 金

20 時～ 23 時日 月 水 金

月

日

水

火

金

木 土

下記日時以外

～

21 時～４時
  　平日９時～12時、
　  13 時～ 16 時

☎ 23-1179　もしくは

☎188消費者ホットライン

問

　  市民課内場

日

西諸県地域消費生活相談窓口
（消費者トラブル相談）

　  

税・保険料の納付期限
※納期限は４月 30 日（木曜）です

固定資産税・都市計画税　１期
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人のうごき（小林市の人口） 火災・救急発生状況

＋３林野 ０ ３

±０車両 ０ １

　　＋１その他 ２ ４

－２建物 ０ ２

救急 163 355 － 90

種別 昨年累計２月

交通事故発生状況

全国死者 389 （昨年同月比　－ 34）

人身 ４ ８

物損 80 164

負傷者 ４ ７

死者 ０ １

累計種別 2 月

現住人口：国勢調査人口（実際に居住している人口）をもとに、
その後の転入・転出、出生・死亡などを増減して算出する人口。

18,775 世帯

人口
男

女

39,923 人
18,626 人

21,297 人

（－ 18、－ 235）

（－ 82、－ 906）
（－ 42、－ 399）

（－ 40、－ 507）

令和８年３月１日現在現住人口　 （前月比、前年同月比）

－９

＋ 16

－ 14

＋１

昨年

#therampage　# 吉野北人

@mk._.36 さん

# 宮崎県小林市　# 山桜

@me_em711 さん

# 小林市グルメ　# 炭火串焼き煌

@ron_ff さん

小林の〝よかとこ〟をハッシンしよう！
投稿写真から数点を広報紙で紹介♪

Instagram ＆ 広報こばやし
# ハッシンコバヤシ

▲詳細はコチラ

「ハッシンしたい小林の魅力」を写した写真に「# ハッシンコバヤシ」のハッシュタグを付けて、イン
スタグラムに投稿しませんか。市内で撮影したものであれば、景色、日常風景なんでも OK。

■社会教育課 ℡ 22 ‐ 7912

　

春
風
が
心
地
い
い
季
節
と

な
り
ま
し
た
。
今
回
は
小
林

市
を
代
表
す
る
遺
跡
を
整
備

し
、
公
園
化
し
た
二
原
遺
跡

公
園
を
紹
介
し
ま
す
。

　

二
原
遺
跡
公
園
は
平
成

２
年
に
発
掘
調
査
が
行
わ

れ
、
古
墳
時
代
の
地
下
式
横

穴
墓
が
16
基
発
見
さ
れ
た
遺

跡
「
東
二
原
地
下
式
横
穴
墓

群
」
を
一
部
当
時
の
状
態
の

ま
ま
保
存
管
理
し
て
い
る
史

跡
公
園
で
す
。
発
掘
調
査
で

発
見
さ
れ
た
古
墳
時
代
の
墓

で
あ
る
地
下
式
横
穴
墓
を
そ

の
目
で
実
際
に
見
る
こ
と
の

で
き
る
全
国
で
も
珍
し
い
施

設
で
あ
り
、
毎
年
、
全
国
各

所
か
ら
考
古
学
フ
ァ
ン
が
訪

れ
る
、
知
る
人
ぞ
知
る
聖
地

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

普
段
は
、
遺
跡
の
保
護
の

た
め
施
錠
に
よ
る
管
理
を
し

て
い
ま
す
が
、
毎
月
第
３
日

曜
日
に
公
開
日
を
設
け
て
い

ま
す
。
ま
た
、
５
月
の
連
休

に
も
見
学
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
市
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
協
会
員
に
よ
る
説
明
案

内
が
あ
り
、
ど
な
た
で
も
気

軽
に
見
学
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
の
歴
史
ロ
マ
ン

を
実
感
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ふるさとの歴史ロマンがつまった遺跡 ～二
に わ ら

原遺跡公園～

◀２月に開催され
　たツーデーマー
　チで参加者に遺
　跡を公開

▶遺跡の見学だけ
　でなく、子ども
　連れでものんび
　り過ごせる公園

４月 19 日（日曜）
５月３日（日曜）～５月５日（火曜）

９時 30 分～ 11 時 30 分
◆場所　二原遺跡公園（真方 6007 番地２）
　　　　※駐車場、トイレあり

◆近々の公開日

◆時間
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＜編集後記＞
上町デイサービスに通う永迫さんの取
材に行きました。2 年ほど前まではシ
ニアカーで移動をしていたとは思えな
いほど力強い歩きに日常の生活動作の
重要性を再確認しました。（榎田）

読んだ感想や、こんな情報が知りたい、
この人を取材してほしいなどのご意見
を、二次元コードからお寄せください。

広報紙へのご意見・ご感想を
お気軽にお寄せください

＜編集後記＞

心の花びら

新
し
き
水
晶
体
に
春
の
薔ば

ら薇　
（
小
林
合
歓
の
会　

入
佐
典
子
）

春
な
れ
や
行ゆ

く
水
ひ
か
り
弾は

ず

む
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
林
合
歓
の
会　

後
野
芙
美
子
）

パ
ン
ジ
ー
の
寄
せ
植
え
蜂
の
す
ぐ
に
来
て

                            　
　
　
　
　
（
か
ら
く
に
句
会　

中
園
直
子
）

藷い
も

植う

え
る
手て

ぎ
わ際
よ
ろ
し
き
研け

ん
し
ゅ
う
せ
い

修
生
（
か
ら
く
に
俳
句
会　

市
來
義
輝
）

梅
咲
き
し
喜き

ど
あ
い
ら
く

怒
哀
楽
や
祝

し
ゅ
く

米べ
い
じ
ゅ寿

（
小
林
合
歓
の
会　

尾
辻
和
子
）

黒
髪
の
少
女
ら
跳は

ね
る
銀
世
界　
（
小
林
合
歓
の
会　

倉
田
玲
子
）

花
宿や

ど

す
少
女
の
瞳
野
辺
は
春
（
東
脇
哲
郎
）

雀す
ず
めに

も
少し

ょ
う
し
か

子
化
の
波な

み

た
っ
た
二に

わ羽
（
長
友
正
臣
）

少
子
化
で
閉
校
と
な
り
し
学
び
や
が

古
巣
を
と
う
く
に
一
五
一
年
あ
り
が
と
う
（
武
ナ
ミ
子
）

SUKU
 　　SUKU

申し込みはコチラ↑

すくすく募集中！
【申・問】
・企画政策課　℡ 23 ‐ 0456

令和２年 7 月 22 生・令和７年２月 12 日生 令和７年４月 17 日生
假
か り や

屋 琴
こ と ね

音ちゃん・假
か り や

屋 大
た い ぜ ん

然くん 荒
あ ら た け

武 乃
の あ

愛 ちゃん

3 人のお兄ちゃん達と仲良く元気に
育ってね。いつも癒しをありがとう。
保護者：荒武拓也・荒武盟

毎日元気いっぱいの２人。いつまでも姉
弟仲良く、たくさん遊んでたくさん食べ
て大きくなってね！
保護者：假屋拓朗・假屋美由紀

第 125話「イチゴ狩り」

画：友安よーいち

い
っ
ぱ
い

食
べ
る
モ
～

お
腹

こ
わ
す
よ
？

残
り
５
分

で
ー
す

今月の特集は、第３次小林市総合計画
です。特集の中で高校生と中学生のイ
ンタビュー記事を掲載しています。ど
ちらも、素晴らしい意見を出していま
すので、ぜひご覧ください。（井手平）
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広
報

こ
ば

や
し

４
月

号
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2
4
1

広　告

広報こばやしでは、収入確保対策として有料広告を掲載しています。
広告内容は市が推奨するものではありません。掲載している広告の内容などへの問い合わせは、直接広告主へお願いします。

広　告

FAX
TEL

FAX
TEL

17 30分8

0984ｰ22ｰ4566
0984ｰ27ｰ4566

0986ｰ36ｰ3820
0986ｰ36ｰ8621

0120ｰ18ｰ4566

小
林
市
は
「
核
兵
器
廃
絶
・
平
和
都
市
」、「

人
権
擁
護
都
市
」

「
地
域
医
療
・
健
康
都
市
」、「

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
を

宣
言
し
て
い
ま
す
。


